
{機密性2リ

事務総局会議（第27回）議事録

令和7年11月4日（火）午前11時00分 ～ 午前11時05分日時

総局会議室場所等

氏本事務総長、清藤総務局長、板津人事局長、染谷経理局長、福田民

事局長兼行政局長、平城刑事局長、馬渡家庭局長、福島秘書課長兼広

報課長、坂口審議官、榎本デジタル審議官、馬場事務総局参事官

出席者

事件記録等保存規程の一部を改正する規程について

清藤総務局長説明（資料）

議事

結果 ◎ 裁判官会議付議

秘 書 課 長 福 島 直 之



事務総局会議資料

(11月4日開催）

◎
最
高
裁
判
所
規
程
第
●
号

令
和
●
年
●
月
●
日

事
件
記
録
等
保
存
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

事
件
記
録
等
保
存
規
程
（
昭
和
三
十
九
年
最
高
裁
判
所
規
程
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
二
十
八
の
項
中

事
件
記
録
等
保
存
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

－コ

そ
の
他

最

高

裁

三
年
一
」
を

､

ス
マ
ー
ト
フ
オ
ン
に
お
い
て
利
用

判

■■■

用
さ
れ
る
特
定
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

に
係
る
競
争
の
促
進
に
関
す
る

法
律
第
四
十
条
第
一
項
の
規
定

そ
の
他

に
よ
る
裁
判
の
申
立
て

ス
マ
ー
ト
フ
オ
ン
に
お
い
て
利

所

一



こ
の
規
程
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
オ
ン
に
お
い
て
利
用
さ
れ
る
特
定
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
係
る
競
争
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
令
和

五
年

三
年

■■■

に
改
め
る
。

附
I

則

に
、
「
｜
動
産
競
売
開
始
許
可
決
定
の
原
本

十
年
一
」
を

さ
れ
る
特
定
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
係

る
競
争
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第

四
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
裁

判
の
原
本

十
年

動
産
競
売
開
始
許
可
決
定
の
原
本

十
年

二



六
年
法
律
第
五
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
七
年
十
二
月
十
八
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

最
高

裁

判

所
長

官
今

崎
幸

彦

三



定
す
る
理
由
で
あ
る
。

十
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
事
件
記
録
等
保
存
規
程
に
つ
い
て
所
要
の
整
備
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
規
程
を
制

ス
マ
ー
ト
フ
オ
ン
に
お
い
て
利
用
さ
れ
る
特
定
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
係
る
競
争
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
五

理
由



事
件
記
録
等
保
存
規
程
（
昭
和
三
十
九
年
最
高
裁
判
所
規
程
第
八
号
）

二
十
九
（
略
）

二

十

八

二
十
七

（
略
）

事
件
記
録
等
保
存
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
新
旧
対
照
条
文

一
一
事
件
の
種
類

一

記
録
の
保
存
期
間

〆 弓

略
呈 一

別
表
第
一
（
第
一
審
裁
判
所
で
保
存
す
る
記
録
及
び
事
件
書
類
の
保
存
期
間
）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
お
い
て
覗

用
さ
れ
る
特
定
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

に
係
る
鯛
令
訓
の
促
進
に
関
計
劃
ｑ

法
律
第
四
曲
閲
躍
悶
幽
■
函
閑
閣
鴎
哩

に
よ
る
錨
判
伺
刷
劇
割
当
可

（
略
）

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取

引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
七

十
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
裁
判
の
申
立
て

そ
の
他

（
略
）

新

量卦

五
年

｜
事
件
害
類
の
保
存
期
間

四
叫
刈
調
勇
剖
剖
剰
刎
‐
規
定
に
よ
る
劇

判
刎
周
明
科

Ｈ
圃
川

ヌ
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
主
Ｖ
て
洞
斥

さ
れ
る
特
定
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ロ
側

動
産
競
売
開
始
許
可
決
定
の
原
本

十
年

（
略
）

（
略
）

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引

の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
七
十
条

の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
裁
判

の
原
本

十
年

二

十
八

二
十
九
（
略
）

別
表
第
一
（
第
一
審
裁
判
所
で
保
存
す
る
記
録
及
び
事
件
書
類
の
保
存
期
間
）

■
■
■
■
■
｜
事
件
の
種
類
一
一
記
録
の
保
存
期
間

一
事
件
書
類
の
保
存
銅

一
～
二
十
七

（
略
）

戸 一

略

（
略
）

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取

引
の
砿
保
に
関
す
る
法
律
第
七

十
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
裁
判
の
申
立
て

そ
の
他

（
略
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

||貝

五
年

三
年

事
件
書
類
の
保
存
期
間

（
略
）

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引

の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
七
十
条

の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
裁
判

の
原
本

十
年

動
産
競
売
開
始
許
可
決
定
の
原
本

十
年

（
略
）



【機密性2】

事務総局会議（第28回）議事録

令和7年11月11日（火）午前11時00分 ～ 午前11時07分日時

場所等 総局会議室

出席者 氏本事務総長、清藤総務局長、板津人事局長、染谷経理局長、福田民事

局長兼行政局長、川瀬刑事局第一課長、山中家庭局企画官、福島秘書課

長兼広報課長、坂口審議官、榎本デジタル審議官、馬場事務総局参事官

1 押収物等取扱規程の一部を改正する規程について

清藤総務局長説明（資料第1）

2 刑事訴訟規則等の一部を改正する規則について

川瀬刑事局第一課長、福田民事局長及び山中家庭局企画官説明（資

料第2）

議事

結果 ◎ 裁判官会議付議 1，2

秘 書 課 長 福 島 直 之



事務総局会議資料第1
（11月11日開催）

資
料
１

◎
最
高
裁
判
所
規
程
第
●
●
号

「
第
六
章

保
管
電
磁
的
記
録
に
関
す
る
事
務
取
扱
の
特
例
（
第
二
十
四
条
の
二
・
第
二
十
四
条
の
三
）

令
和
●
年
●
月
●
日

押
収
物
等
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

押
収
物
等
取
扱
規
程
（
昭
和
三
十
五
年
最
高
裁
判
所
規
程
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
章

医
療
観
察
事
件
の
押
収
物
等
に
関
す
る
事
務
取
扱
の
特
例
（
第
三
十
条
’
第
三
十
二
条
）

第
七
章

少
年
保
護
事
件
の
押
収
物
等
に
関
す
る
事
務
取
扱
の
特
例
（
第
二
十
五
条
’
第
二
十
九
条
）

第
九
章

電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
押
収
物
等
に
関
す
る
事
務
の
取
扱
い
に
係
る
特
例
（
第
三
十
三
条
）
」

目
次
中

第
七
章

医
療
観
察
事
件
の
押
収
物
等
に
関
す
る
事
務
取
扱
の
特
例
（
第
三
十
条
’
第
三
十
二
条
）

押
収
物
等
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

「
第
六
章

少
年
保
護
事
件
の
押
収
物
等
に
関
す
る
事
務
取
扱
の
特
例
（
第
二
十
五
条
’
第
二
十
九
条
）

第
八
章

電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
押
収
物
等
に
関
す
る
事
務
の
取
扱
い
に
係
る
特
例
（
第
三
十
三
条
）
」

最

■■■ ■■■

ロ

｢戸］

裁

判

所

に
改
め
る
。

を



磁
的
記
録
提
供
命
令
」
を
加
え
、

「
う
え
」
を
「
上
」
に
改
め
る
。

を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

し
く
は
裁
判
官
の
電
磁
的
記
録
提
供
命
令
（
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
百
二
条
の
二
第
一
項
第

又
は
第
二
号
」
を
加
え
る
。

２
こ
の
規
程
に
お
い
て
「
保
管
電
磁
的
記
録
」
と
は
、
刑
事
事
件
、
少
年
保
護
事
件
又
は
医
療
観
察
事
件
に
つ
い
て
裁
判
所

｜
号
イ
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
提
供
を
命
ず
る
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
り
提
出
さ
せ
た
記
録
媒
体
」
を
加
え
、
同
条
中
第
三
項

第
二
条
第
一
項
中
「
領
置
し
た
物
又
は
」
を
「
領
置
し
た
物
、
」

に
改
め
、

「
提
出
さ
れ
た
物
」
の
下
に
「
又
は
裁
判
所
若

第
一
条
中
「
押
収
物
並
び
に
」
を
「
押
収
物
及
び
保
管
電
磁
的
記
録
並
び
に
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
の
三
第
一
項
中
「
第
百
二
十
三
条
第
三
項
」
の
下
に
「
第
一
号
又
は
第
二
号
」
を
、
「
差
押
え
」
の
下
に
「
又
は

第
十
六
条
の
二
中
「
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
」
を
削
り
、
「
第
百
二
十
三
条
第
三
項
」
の
下
に
「
第
一
号

第
五
条
第
一
項
中
「
、
記
録
命
令
付
差
押
え
」
を
削
り
、

「
又
は
」
を
「
、
」

に
改
め
、

「
提
出
命
令
」
の
下
に
「
又
は
電

若
し
く
は
裁
判
官
の
電
磁
的
記
録
提
供
命
令
（
刑
事
訴
訟
法
第
百
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
提
供

を
命
ず
る
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
り
提
供
さ
せ
た
電
磁
的
記
録
を
い
う
。

二



」
に
改
め
る
。

電
磁
的
記
録
提
供
命
令
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
差
押
え
」
の
下
に
「
又
は
電
磁
的
記
録
提
供
命
令
」
を
加
え
る
。

第
二
十
四
条
の
二

係
書
記
官
は
、
保
管
電
磁
的
記
録
の
提
供
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
保
管
電
磁
的
記
録
を
可
搬
記
録
媒
体

第
二
十
四
条
の
三

第
二
章
、
第
八
条
及
び
第
十
条
、
第
四
章
並
び
に
第
十
四
条
、
第
十
五
条
の
二
、
第
十
六
条
の
三
、
第
十

第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
（
分
任
歳
入
徴
収
官
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
削
り
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
う
え
」
を
「
上

第
二
十
八
条
の
二
中
「
記
録
さ
れ
た
電
磁
的
記
録
」
の
下
に
「
又
は
保
管
電
磁
的
記
録
」
を
加
え
る
。

第
二
十
七
条
第
二
項
中
「
第
百
二
十
三
条
第
三
項
」
の
下
に
「
及
び
第
百
二
十
三
条
の
二
第
一
項
」
を
加
え
る
。

第
八
章
を
第
九
章
と
し
、
第
七
章
を
第
八
章
と
し
、
第
六
章
を
第
七
章
と
し
、
第
五
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

、
可
搬
型
の
も
の
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
移
転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
電
子
計
算
機
又
は
そ
の
周
辺
機
器
に
挿
入
し
、
又
は
接
続
し
て
情
報
を
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
る
媒
体
又
は
機
器
の
う
ち

（
可
搬
記
録
媒
体
へ
の
移
転
）

（
保
管
電
磁
的
記
録
の
受
入
れ
、
保
管
、
仮
出
し
及
び
処
分
）

第
六
章

保
管
電
磁
的
記
録
に
関
す
る
事
務
取
扱
の
特
例

三



第
三
十
九
号
）
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

七
条
、
第
十
九
条
及
び
第
二
十
二
条
か
ら
第
二
十
四
条
ま
で
の
規
定
は
、
保
管
電
磁
的
記
録
を
移
転
し
た
可
搬
記
録
媒
体
に

こ
の
規
程
は
、
情
報
通
信
技
術
の
進
展
等
に
対
応
す
る
た
め
の
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律

つ
い
て
準
用
す
る
。

附

則

最
高

裁

判

所
長

官

へ
J
→

崎

幸
彦

山



資
料
２

で
坐
め
プ
●
。

の
施
行
に
伴
い
、
押
収
物
等
取
扱
規
程
に
つ
い
て
所
要
の
整
備
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
規
程
を
制
定
す
る
理
由

情
報
通
信
技
術
の
進
展
等
に
対
応
す
る
た
め
の
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
三
十
九
号
）

理
由



資
料
３

麓，
§85

第
一
章
～
第
五
章

（
略
）

第
六
章

保
管
電
磁
的
記
録
に
関
す
る
事
務
取
扱
の
特
例
（

目
次

押
収
物
等
取
扱
規
程
（
昭
和
三
十
五
年
最
高
裁
判
所
規
程
第
二
号
）

第
二
十
四
条
の
二
・
第
二
十
四
条
の
三
）

押
収
物
等
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
新
旧
対
照
条
文

新

第
七
章

（
同
上
）

第
八
章

（
同
上
）

口
第
六
章

（
同
上
）

目
次

第
一
章
～
第
五
章

（
同
上
）

旧 （
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

－1－



（
定
義
）

第
二
条

こ
の
規
程
に
お
い
て
「
押
収
物
」
と
は
、
刑
事
事

件
、
少
年
保
護
事
件
又
は
医
療
観
察
事
件
に
つ
い
て
裁
判

所
若
し
く
は
裁
判
官
が
差
し
押
え
若
し
く
は
領
置
し
た
物

（
趣
旨
）

第
一
条

、
裁
判
所
若
し
く
は
裁
判
官
の
提
出
命
令
に
よ
り
提
出
さ

れ
た
物
又
は
裁
判
弓
珈
苔
し
く
は
裁
判
官
の
電
磁
的
記
銅
穏
『

事
件
及
び
医
療
観
察
事
件
の
証
拠
物
の
受
入
、
れ
、

保
管
、

仮
出
し
及
び
処
分
に
関
す
る
事
務
（
以
下
「
押
収
物
等
に

関
す
る
事
務
」
と
い
う
。
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
他

の
法
令
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
程
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。

押
収
物
及
び
保
管
電
磁
的
記
録
並
び
に
少
年
保
護

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
規
程
に
お
い
て
「
押
収
物
」
と
は
、
刑
事
事

件
、
少
年
保
護
事
件
又
は
医
療
観
察
事
件
に
つ
い
て
裁
判

所
若
し
く
は
裁
判
官
が
差
し
押
え
若
し
く
は
領
置
し
た
物

又
は
裁
判
所
若
し
く
は
裁
判
官
の
提
出
命
令
に
よ
り
提
出

さ
れ
た
物
を
い
う
。

／
剛

（
趣
旨
）

第
一
条

押
収
物
並
び
に
少
年
保
護
事
件
及
び
医
療
観
察
事

件
の
証
拠
物
の
受
入
れ
、
保
管
、
仮
出
し
及
び
処
分
に
関

す
る
事
務
（
以
下
「
押
収
物
等
に
関
す
る
事
務
」
と
い
う

。
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
他
の
法
令
に
定
め
る
も
の

の
ほ
か
、
こ
の
規
程
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
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３
．
４

（
略
）

（
押
収
物
総
目
録
の
作
成
等
）

第
五
条

係
書
記
官
は
、
差
押
え
、
領
置
、
提
出
命
令
又
は

２
こ
の
規
程
に
お
い
て

事
訴
訟
法
第
百
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
方

さ
せ
た
電
磁
的
記
録
を
い
う
。

裁
判
所
若
し
く
は
裁
判
官
の
電
磁
的
記
録
提
供
命
令
（
刑

事
事
件
、
少
年
保
護
事
件
又
は
医
療
観
察
事
件
胸
つ
剛
矧

供
命
令
（
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十

法
に
よ
る
提
供
を
命
ず
る
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
り
提
供

せ
た
記
録
媒
体
を
い
う
。

に
よ
る
提
供
を
命
ず
る
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
り
提
出
さ

｜
号
）
第
百
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
方
法

「
保
管
電
磁
的
記
録
〕
と
は
、
刑

第
五
条

係
書
記
官
は
、

21（
押
収
物
総
目
録
等
の
作
成
等
）

（
新
設
）31

（
同
上
）

差
押
え
、
記
録
命
令
付
差
押
え
、
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第
十
六
条
の
二

前
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
は

、
押
収
物
（
刑
事
訴
訟
法
第
百
二
十
三
条
第
三
項
謂
４
Ｊ
可

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
（
略
）

（
交
付

）

用
す
る
。

が
あ
っ
た
場
合
（
性
的
姿
態
撮
影
等
処
罰
法
第
十
三
条
第

三
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
場
合
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
準

又
は
第
二
号
の
記
録
媒
体
に
限
る
。
）
を
交
付
す
る
裁
判

総
目
録
」
ど
い
う
。
）
を
添
え
て
押
収
物
主
任
官
に
送
付

押
収
物
の
品
目
及
び
数
量
を
確
認
し
た
Ⅷ
耳
、
品
目
ご
と
に

符
号
を
表
示
し
、
別
に
定
め
る
押
収
物
総
目
録
（
以
下

「

電
磁
的
記
録
提
供
命
令
に
よ
る
提
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、

領
置
又
は
提
出
命
令
に
よ
る
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
押

収
物
の
品
目
及
び
数
量
を
確
認
し
た
う
え
、
品
目
ご
と
に

符
号
を
表
示
し
、
別
に
定
め
る
押
収
物
総
目
録
（
以
下
「

総
目
録
」
と
い
う
。
）
を
添
え
て
押
収
物
主
任
官
に
送
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
（
同
上
）

（
交
付
）

第
十
六
条
の
二

前
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
は

十
一
号
）
第
百
二
十
三
条
第
三
項
の
記
録
媒
体
に
限
る
。

）
を
交
付
す
る
裁
判
が
あ
っ
た
場
合
（
性
的
姿
態
撮
影
等

処
罰
法
第
十
三
条
第
三
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
場
合
を
含

む
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

、
押
収
物
（
刑
事
訴
訟
法

（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
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（
複
写
）

第
十
六
条
の
三

刑
事
訴
訟
法
第
百
二
十
三
条
第
三
項
第
一

号
又
は
第
二
号
の
記
録
媒
体
に
移
転
さ
れ
た
電
磁
的
記
録

の
複
写
を
許
す
裁
判
が
あ
っ
た
場
合
（
性
的
姿
態
撮
影
等

処
罰
法
第
十
三
条
第
三
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
場
合
を
含

む
。
）
に
は
、
押
収
物
主
任
官
は
、
電
磁
的
記
録
複
写
許

た
者
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●

２
押
収
物
主
任
官
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
電
磁
的
記
録

複
写
許
可
通
知
書
を
差
押
』

を
受
け
た
者
に
送
付
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
同

項
の
電
磁
的
記
録
を
複
写
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
か
ら
受

領
書
を
受
け
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

可
通
知
書
を
差
押
ゞ
え
又
は
電
磁
的
記
録
提
供
命
令
を
受
け

え
又
は
電
磁
的
記
録
提
供
命
令

第
十
六
条
の
三

刑
事
訴
訟
法
第
百
二
十
三
条
第
三
項
の
記

２
押
収
物
主
任
官
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
電
磁
的
記
録

（
複
写
）

複
写
許
可
通
知
書
を
差
押
え
を
受
け
た
者
に
送
付
し
た
場

合
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
同
項
の
電
磁
的
記
録
を
複
写
し

な
ら
な
い
。

た
と
き
は
、
そ
の
者
か
ら
受
領
書
を
受
け
取
ら
な
け
れ
ば

を
受
け
た
者
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

物
主
任
官
は
、
電
磁
的
記
録
複
写
許
可
通
知
書
を
差
押
え

録
媒
体
に
移
転
さ
れ
た
電
磁
的
記
録
の
複
写
を
許
す
裁
判

が
あ
っ
た
場
合
（
性
的
姿
態
撮
影
等
処
罰
法
第
十
三
条
第

三
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
場
合
を
含
む
。
）
に
は
、
押
収
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（
国
庫
帰
属
）

第
二
十
三
条

押
収
物
主
任
官
は
、
押
収
物
が
没
収
以
外
の

事
由
に
よ
り
国
庫
に
帰
属
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
、

保
管
金
そ
の
他
の
通
貨
及
び
歳
入
納
付
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
証
券
に
つ
い
て
は
歳
入
徴
収
官
に
、
そ
の
他
の
物
に

つ
い
て
は
物
品
管
理
官
（
分
任
物
品
管
理
官
を
含
む
。
以

下
同
じ
。
）
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
押
収
物
保
管
票
又

は
保
管
票
に
そ
の
旨
を
記
入
し
、
こ
れ
を
保
管
物
主
任
官

又
は
歳
入
歳
出
外
現
金
出
納
官
吏
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
所
有
者
そ
の
他
の
者
が
保
管
す
る
押

収
物
に
つ
い
て
は
、
歳
入
徴
収
官
又
は
物
品
管
理
官
に
通

ば
な
ら
な
い
。

知
し
た
叩
判
、
こ
れ
を
保
管
物
主
任
官
に
引
き
継
が
な
け
れ

（
国
庫
帰
属
）

第
二
十
三
条

押
収
物
主
任
官
は
、
押
収
物
が
没
収
以
外
の

事
由
に
よ
り
国
庫
に
帰
属
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
、

保
管
金
そ
の
他
の
通
貨
及
び
歳
入
納
付
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
証
券
に
つ
い
て
は
歳
入
徴
収
官
（
分
任
歳
入
徴
収
官

え
、
こ
れ
を
保
管
物
主
任
官
に
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら

物
品
管
理
官
（
分
任
物
品
管
理
官
を
含
む
。
以
下
同
じ
・

）
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
押
収
物
保
管
票
又
は
保
管
票

に
そ
の
旨
を
記
入
し
、
こ
れ
を
保
管
物
主
任
官
又
は
歳
入

歳
出
外
現
金
出
納
官
吏
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
所
有
者
そ
の
他
の
者
が
保
管
す
る
押
収
物
に
つ

い
て
は
、
歳
入
徴
収
官
又
は
物
品
管
理
官
に
通
知
し
た
う

を
含
む
。
以
下
同
じ
心
）

に
、
そ
の
他
の
物
に
つ
い
て
は
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第
二
十
四
条
の
三

第
二
章
、
第
八
条
及
び
第
十
条
、
第
四

第
二
十
四
条
の
二

係
書
記
官
は
、

保
管
電
磁
的
封
調
録
刎
‐
掴

第
六
章

２
（
略
）

司

録
媒
体
（
電
子
計
算
機
又
は
そ
の
周
辺
機
器
に
挿
入
し
、

供
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
保
管
雪
目
磁
的
記
録
を
可
棚
田
記

は
機
器
の
う
ち
、
可
搬
型
の
も
の
を
い
う
。
次
条
に
お
い

て
同
じ
・
）
に
移
転
し
な
け
れ
叩
閣
な
ら
な
い
。

又
は
接
続
し
て
情
報
を
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
る
掴
幽
州
刻

（
保
管
電
磁
的
記
録
の
受
入
れ
、
保
管
、
仮
出
し
測
制
引
畑

（
可
搬
記
録
媒
体
へ
の
移
転
）

保
管
電
磁
的
記
録
に
関
す
る
事
務
取
扱
の
特
例
〃

２
（
同
上
）

（
新
設
）

（
新
設
）

（
新
設
）

な

い
0
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第
七
章

少
年
保
護
事
件
の
押
収
物
に
関
す
る
事
務
取
扱
の

特
例

（
還
付
等
公
告
）

第
二
十
七
条

（
略
）

２
前
項
の
規
定
は
、
少
年
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百

六
十
八
号
）
第
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
刑
事

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
又
は
複
写
に
つ
い
て
準
用
す

る
0

訴
訟
法
第
百
二
十
三
条
第
三
項

｜

｜

’

搬
記
録
媒
体
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

、
第
十
七
条
、
第
十
九
条
及
び
第
二
十
二
条
か
ら
第
二
十

章
並
び
に
第
十
四
条
へ
第
十
五
条
の
二
、
第
十
六
条
の
三

四
条
ま
で
の
規
定
は
、
保
管
電
磁
的
記
録
を
移
転
し
た
可

及
び
第
百
二
十
三
条
の
二

詞
刹
ヨ
ョ
少
年
保
護
事
件
の
押
収
物
に
関
す
る
事
務
取
扱
の

特
例

（
還
付
等
公
告
）

第
二
十
七
条

（
同
上
）

２
前
項
の
規
定
は
、
少
年
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百

六
十
八
号
）
第
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
刑
事

訴
訟
法
第
百
二
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
又
は

複
写
に
つ
い
て
準
用
す
る
・
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第
八
章

医
療
観
察
事
件
の
押
収
物
等
に
関
す
る
事
務
取
扱

第
九
章

電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
押
収
物
等
に
関
す
る

第
二
十
八
条
の
二

押
収
物
主
任
官
は
、
押
収
さ
れ
た
記
録

（
没
取
さ
れ
た
電
磁
的
記
録
の
消
去
等
）

事
務
の
取
扱
い
に
係
る
特
例

な

い
0

処
分
を
す
、
へ
き
と
き
は
、
そ
の
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

当
該
電
磁
的
記
録
が
不
正
に
利
用
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る

媒
体
に
記
録
さ
れ
た
電
磁
的
記
録

が
不
正
に
作
ら
れ
た
も
の
と
し
て
没
取
さ
れ
た
場
合
に
お

の
特
例

い
て
、
そ
の
没
取
さ
れ
た
電
磁
的
記
録
を
消
去
し
八
又
は

又
は
保
管
電
磁
的
記
録

第
七
章

医
療
観
察
事
件
の
押
収
物
等
に
関
す
る
事
務
取
扱

の
特
例

第
八
章

電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
押
収
物
等
に
関
す
る

事
務
の
取
扱
い
に
係
る
特
例

（
没
取
さ
れ
た
電
磁
的
記
録
の
消
去
等
）

第
二
十
八
条
の
二

押
収
物
主
任
官
は
、
押
収
さ
れ
た
記
録

媒
体
に
記
録
さ
れ
た
電
磁
的
記
録
が
不
正
に
作
ら
れ
た
も

の
と
し
て
没
取
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
没
取
さ
れ

た
電
磁
的
記
録
を
消
去
し
、
又
は
当
該
電
磁
的
記
録
が
不

正
に
利
用
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
処
分
を
す
べ
き
と
き
は

、
そ
の
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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事務総局会議資料第2
（11月11日開催）

第
一
条

刑
事
訴
訟
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

◎
最
高
裁
判
所
規
則
第
●
●
号

令
和
●
年
●
月
●
日

な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も

改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
そ
の
標
記
部
分
が
異
な
る
も
の
は
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄

刑
事
訴
訟
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。
）
は
、
そ
の
標
記
部
分
が
同
一
の
も
の
は
当
該
対
象
規
定
を

に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付

（
刑
事
訴
訟
規
則
の
一
部
改
正
）

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

刑
事
訴
訟
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

最

吉
｢戸］

裁

判

所

一



の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

目
次第
一
編

総
則
（
第
一
条
）

第
一
編

［
同
上
］

［
第
一
章
～
第
八
章

略
］

［
第
一
章
～
第
八
章

同
上
］

第
九
章

押
収
、
捜
索
等
（
第
九
十
三
条
’
第
百
条

第
九
章

押
収
及
び
捜
索
（
第
九
十
三
条
’
第
百
条

）
）

［
第
十
章
～
第
十
六
章

略
］

［
第
十
章
～
第
十
六
章

同
上
］

［
第
二
編
～
第
六
編

略
］

［
第
二
編
～
第
六
編

同
上
］

第
七
編

裁
判
の
執
行
（
第
二
百
九
十
四
条
の
二
’
第

第
七
編

裁
判
の
執
行
（
第
二
百
九
十
四
条
の
二
’
第

二
百
九
十
五
条
の
十
二
）

二
百
九
十
五
条
の
十
二

改
正
後

目
次

改
正
前

二



［
第
八
編

略
］

附
則（
証
人
等
の
尋
問
調
書
）

第
三
十
八
条

［
略
］

２
調
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

八 ［
一

略
］

二
証
人
、
鑑
定
人
、
通
訳
人
又
は
翻
訳
人
の
宣
誓
の

ユ
‐
《
、
そ
の
事
由

Ｉ

［
三
～
七

略
］

有
無
及
び
こ
れ
ら
の
者

人
の
同
意
を
得
て
そ
の
尋
問
及
び
供
述
並
び
に
そ
の

法
第
百
五
十
七
条
の
六
第
四

が
宣
誓
を
し
な
か
っ
た
と
き

項の
規
定
に
よ
り
証

［
第
八
編

同
上
］

附
則（
証
人
等
の
尋
問
調
書
）

第
三
十
八
条

［
同
上
］

２
［
同
上
］

八
法
第
百
五
十
七
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
証

人
の
同
意
を
得
て
そ
の
尋
問
及
び
供
述
並
び
に
そ
の

二
訓
祠
Ｎ
が
宣
誓
を
し
な
い
と
き
は
、

二
三
～
七

同
上
｝

里
同
上
宮

三

そ
の
事
由



３
調
書

弓

イ ［
４
～
６

略
］

媒
体
が
そ
の
一
部
と
さ
れ
た
調
書
に
つ
い
て
は
、
そ
の

り
証
人
の
尋
問
及
び
供
述
並
び
に
そ
の
状
況
を
記
録
し

た
記
録
媒
体
を
除
く
。
次
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
は
、
裁
判
所
書
記
官
を
し
て
こ
れ
を
供
述
者
に

読
み
聞
か
さ
せ
、
又
は
供
述
者
に
閲
覧
さ
せ
て
、
そ
の

記
載
が
相
違
な
い
か
ど
う
か
を
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
○

状
況
を
記
録
媒
体
に
記
録
し
た
こ
と
並
び
に
そ
の
記

録
媒
体
の
種
類
及
び
数
量

［
九
・
十

略
］

法
第
百
五
十
七
条
の
六

（
法
第
百
五
十
七
条
の

第
五
項 六
第
四
項

の
規
定
に
よ
り
記
録

の
規
定
に
よ

３
調
書
（
法

マ

イ

法

－
４
～
６

同
上
一

り
証
人
の
尋
問
及
び
供
述
並
び
に
そ
の
状
況
を
記
録
し

た
記
録
媒
体
を
除
く
。
次
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
は
、
裁
判
所
書
記
官
を
し
て
こ
れ
を
供
述
者
に

読
み
聞
か
さ
せ
、
又
は
供
述
者
に
閲
覧
さ
せ
て
、
そ
の

記
載
が
相
違
な
い
か
ど
う
か
を
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

媒
体
が
そ
の
一
部
と
さ
れ
た
調
書
に
つ
い
て
は
、
そ
の

い
○

状
況
を
記
録
媒
体
に
記
録
し
た
こ
と
並
び
に
そ
の
記

録
媒
体
の
種
類
及
び
数
量

［
九
・
十

同
上
］

第
百
五
十
七
条
の
六
第
四
項

第
百
五
十
七
条
の
六
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
記
録

四

の
規
定
に
よ



第
四
十
一
条

検
証

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

［
２

略
］

３
押
収
（
電
磁
的
記
録
提
供
命
令
（
法
第
百
二
条
の
二

●

旨
を
調
書
上
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

法
第
九
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
電
磁
的
記
録
を
い

項
に
規
定
す
る
電
磁
的
記
録
提
供
命
令
を
い
う
。
以
下

供
を
命
ず
る
も
の
に
限
る
。
）

に
よ
る
謂
司
磁
的
記
録

（

同
じ
。
）

（
同
項
第
一
号
口
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
提

以
下
同
じ
。
）

の
提
供

ア
、
ノ
○

又
は
電
磁
的
記
録
提
供
命
令
（
法
第
百
二
条
の
二
第
一

（
検
証
、
押
収
等
の
調
書
）

差
押
状
を
発
し
な
い
で
す
る
押
収

に
つ
い
て
は
、
調
書
を
作

第
四
十
一
条

３
柵
判
叫
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
品
目
を
記
載
し
た
目
録

－
２

同
上
］

差
押
状
を
発
し
な
い
で
す
る
押
収
に

●

旨
を
調
書
上
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
検
証
、
押
収
の
調
書
）

検
証
又
は
差
押
状
若
し
く
は
記
録
命
令
付

つ
い
て
は
、
調
書

五



載
し
た
目
録
を
作
り
、
こ
れ
を
調
書
に
添
付
し
な
け
れ

國
‐
な
ら
な
い
。

（
差
押
状
等
の
執
行
調
書
、
捜
索
調
書
）

第
四
十
三
条

君
周
利
凋
若
し
く
は
捜
索
状
の
執
行
又
は
勾

引
状
若
し
く
は
勾
留
状
を
執
行
す
る
場
合
に
お
け
る
被

告
人
若
し
く
は
被
疑
者
の
捜
索
に
つ
い
て
は
、
執
行
又

は
捜
索
を
す
る
者
が
、
自
ら
調
書
を
作
ら
な
け
れ
ば
な

、
押
収
物
の
品
目

提
供
命
令
に
よ
り
電
磁
的
記
録
を
提
供
さ
せ
た
と
き
は

第
一
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
提
供
を
命
ず

ら
な
い
。

る
こ
と
を
除
く
。
）

を
し
た
と
き
、
又
は
電
磁
的
記
録

る
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
り
電
磁
的
記
録
を
提
供
さ
せ

又
は
当
該
電
磁
的
記
録
の
標
目
を
記

第
四
十
三
条

､

を
作
り
、
こ
れ
を
調
書
に
添
附
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

捜
索
状
の
執
行
又
は
勾
引
状
若
し
く
は
勾
留
状
を
執
行

す
る
場
合
に
お
け
る
被
告
人
若
し
く
は
被
疑
者
の
捜
索

に
つ
い
て
は
、
執
行
又
は
捜
索
を
す
る
者
が
、
自
ら
調

書
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
差
押
状
等
の
執
行
調
書
、
捜
索
調
書
）

差
押
状
、
記
録
命
令
付
差
押
状
若
し
く
は

一

ノ､



［
２
．
３

略
］

（
公
判
調
書
の
記
載
要
件
・
法
第
四
十
八
条
）

第
四
十
四
条

公
判
調
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記

載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

［
一
～
二
十

略
］

二
十
八

法

二

十

た
と
き
は
、
そ
の
事
由

［
二
十
二
～
二
十
七

略
］

薑
の
有
無
及
び
こ
れ
ら
の
者

り
証
人
の
同
意
を
得
て
そ
の
尋
問
及
び
供
述
並
び
に

そ
の
状
況
を
記
録
媒
体
に
記
録
し
た
こ
と
並
び
に
そ

の
記
録
媒
体
の
種
類
及
び
数
量

証
人
、
鑑
定
人
、
通
訳
人
又
は
翻
訳
人
の
宣

第
百
五
十
七
条
の
六
第
四
項

に
宣
誓
を
さ
せ
な
か
つ

の
規
定
に
よ

（
公
判
調
書
の
記
載
要
件
・
法
第
四
十
八
条
）

第
四
十
四
条

［
同
上
］

［
２
．
３

同
上
］

二

十

八

［
一
～
二
十

同
上
］

二
十
一

詞
刈
刈
に
宣
誓
を
さ
せ
な
か
っ
た
こ
と
及
び
そ

の
事
由

一
二
十
二
～
二
十
七

同
上
二

り
証
人
の
同
意
を
得
て
そ
の
尋
問
及
び
供
述
並
び
に

そ
の
状
況
を
記
録
媒
体
に
記
録
し
た
こ
と
並
び
に
そ

の
記
録
媒
体
の
種
類
及
び
数
量

法
第
百
五
十
七
条
の
六
第
三
項

七

の
規
定
に
よ



［
三
十
三
～
四
十
七

略
］

四
十
八

決
定
及
び
命
令
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
も

三
十
二

公
判
廷
に
お
け
る
検
証
、
押
収
及
釧
詞
矧
剛
醐

［
二
十
九
～
三
十
一

略
］

記
録
提
供
命
令
（
法
第
百
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号

口
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
提
供
を
命
ず
る
も
の
に
限

る
。
）
に
よ
る
電
磁
的
記
録
パ
ヨ
届
関

［
イ
ー
へ

略
］

卜
証
人
の
尋
問
及
び
供
述
並
び
に
そ
の
状
況
を
記

録
媒
体
に
記
録
す
る
旨
の
決
定
（
法
第
百
五
十
七

の
を
除
く
。

条
の
六
第
四
項
）

［
チ

略
］

三
十
二

公
判
廷
に
お
い
て
し

［
三
十
三
～
四
十
七

同
上
］

四
十
八

［
同
上
］

［
二
十
九
～
三
十
一

同
上
］

［
イ
ー
へ

同
上
］

ト
証
人
の
尋
問
及
び
供
述
並
び
に
そ
の
状
況
を
記

録
媒
体
に
記
録
す
る
旨
の
決
定
（
法
第
百
五
十
七

条
の
六
第
三
項
）

［
チ

同
上
］

刺
検
証
測
制
胤
判
州

f l

ノ、



［
四
十
九
～
五
十
一

略
］

［
２

略
］

（
公
判
調
書
未
整
理
の
場
合
の
録
音
体
の
再
生
等
）

第
五
十
二
条
の
十
九

公
判
調
書
が
次
回
の
公
判
期
日
ま

で
に
整
理
さ
れ
な
か
っ
た
と
き
は
、
裁
判
所
は
、

検
察

官
、
被
告
人
又
は
弁
護
人
の
請
求
に
よ
り
、
次
回
の
公

判
期
日
に
お
い
て
又
は
そ
の
期
日
ま
で
に
、

前
回
の
公

判
期
日
に
お
け
る
証
人
、
鑑
定
人
、
通
訳
人
又
は
翻
訳

人
の
尋
問
及
び
供
述
、
被
告
人
に
対
す
る
質
問
及
び
供

述
並
び
に
訴
訟
関
係
人
の
申
立
て
又
は
陳
述
を
録
音
し

に
よ
り
証
人
の
尋
問
及
び
供
述
並
び
に
そ
の
状
況
を
記

録
し
た
記
録
媒
体
に
つ
い
て
、
再
生
す
る
機
会
を
与
え

た
録
音
体
又
は
法
第
百
五
十
七
条
の
六
第
四
項
の
規
定

［
四
十
九
～
五
十
一

同
上
］

［
２

同
上
］

（
公
判
調
書
未
整
理
の
場
合
の
録
音
体
の
再
生
等
）

第
五
十
二
条
の
十
九

公
判
調
書
が
次
回
の
公
判
期
日
ま

で
に
整
理
さ
れ
な
か
っ
た
と
き
は
、
裁
判
所
は
、
検
察

官
、
被
告
人
又
は
弁
護
人
の
請
求
に
よ
り
、
次
回
の
公

判
期
日
に
お
い
て
又
は
そ
の
期
日
ま
で
に
、
前
回
の
公

判
期
日
に
お
け
る
証
人
、
鑑
定
人
、
通
訳
人
又
は
翻
訳

人
の
尋
問
及
び
供
述
、
被
告
人
に
対
す
る
質
問
及
び
供

述
並
び
に
訴
訟
関
係
人
の
申
立
て
又
は
陳
述
を
録
音
し

た
録
音
体
又

に
よ
り
証
人
の
尋
問
及
び
供
述
並
び
に
そ
の
状
況
を
記

録
し
た
記
録
媒
体
に
つ
い
て
、
再
生
す
る
機
会
を
与
え

は
法
第
百
五
十
七
条
の
六
第
三
項

九

の
規
定



第
九
十
三
条

押
収

［
２
．

３
略
］

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

び
電
磁
的
記
録
提
供
命
令
（
同
号
口
に
掲
げ
る
方
法
に

供
を
命
ず
る
も
の
に
限
る
。
）

を
含
む
。
）
、
捜
索
及

処
分
を
受
け
る
者
の
名
誉
を
害
し
な
い
よ
う
に
注
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

よ
る
提
供
を
命
ず
る
も
の
に
限
る
。
）

（
当
該
電
磁
的

と
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
、
秘
密
を
保
ち
、
洲
剖
１
１

記
録
提
供
命
令
に
よ
り
電
磁
的
記
録
を
提
供
さ
せ
る
こ

二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
提

第
九
章

押
収
、
捜
索
等

（
押
収
、
捜
索
等
に
つ
い
て
の
秘
密
、
名
誉
の
保
持
）

（
電
磁
的
記
録
提
供
命
令
（
法
第
百

第
九
章

押
収
及
び
捜
索

（
押
収
、
倒
封
詞
に
つ
い
て
の
秘
密
、
名
誉
の
保
持
）

第
九
十
三
条

押
収
風
‐
耐
捜
索
に
つ
い
て
は
、
秘
密
を
保

ち
、
且
つ
処
分
を
受
け
る
者
の
名
誉
を
害
し
な
い
よ
う

に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

［
２
℃
３

同
上
］

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○



（
差
押
状
等
の
記
載
事
項
・
法
第
百
七
条
）

第
九
十
四
条

君
詞
刈
凋
又
は
捜
索
状
に
は
、
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
君
制
剴
利
又
は
捜
索
を
す
べ
き
事
由

を
も
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
準
用
規
定
）

第
九
十
五
条

君
制
幽
伽
又
は
捜
索
状
に
つ
い
て
は
、
第
七

十
二
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
捜
索
証
明
書
、
押
収
品
目
録
の
作
成
者
・
法
第
百
十

九
条
等
）

第
九
十
六
条

法
第
百
十
九
条
又
は
第
百
二
十
条
第
一
項

の
証
明
書
又
は
目
録
は
、
捜
索
又
は
差
押
え
が
令
状
の

執
行
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、

そ
の
執
行
を
し

第
九
十
六
条

法
第
百
十
九
条
又
は
第
百
二
十
条
の
証
明

第
九
十
五
条

第
九
十
四
条

押
え
が
令
状
の
執
行
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、

言
又
は
目
録
は
、
捜
索

状
に
つ
い
て
は
、
第
七
十
二
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
捜
索
証
明
書
、
押
収
品
目
録
の
作
成
者
・
法
第
百
十

九
条
等
）

記
録
命
令
付
差
押
え
又
は
捜
索
を
す
べ
き
事
由
を
も
記

載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
準
用
規
定
）

状
に
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
差
押
え
、

（
差
押
状
等
の
記
載
事
項
・
法
第
百
七
条
）

；

差
押
状
、

､

、

記
録
命
令
付
差
押
状
又
は
捜
索

記
録
命
令
付
差
押
状
又
は
捜
索

差
押
え
又
は
記
録
命
令
付
差



２
押
収
物
に
記
録
さ
れ
た
電
磁
的
記
録
及
び
電
磁
的
記

（
押
収
物
等
の
処
置
）

第
九
十
八
条

［
略
］

（
差
押
状
等
執
行
後
の
処
置
）

第
九
十
七
条

君
制
凶
凶
又
は
捜
索
状
の
執
行
を
し
た
者
は

、
速
や
か
に
執
行
に
関
す
る
書
類
及
び
差
し
押
さ
え
た

物
を
令
状
を
発
し
た
裁
判
所
に
差
し
出
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
検
察
官
の
指
揮
に
よ
り
執
行
を
し
た
場
合
に

は
、
検
察
官
を
経
由
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

録
提
供
命
令
（
法
第
百
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
ロ
に

た
者
が
こ
れ
を
作
っ
て
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
十
七
条

状
の
執
行
を
し
た
者
は
、
速
や
か
に
執
行
に
関
す
る
書

類
及
び
差
し
押
さ
え
た
物
を
令
状
を
発
し
た
裁
判
所
に

差
し
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
検
察
官
の
指
揮
に
よ

り
執
行
を
し
た
場
合
に
は
、
検
察
官
を
経
由
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
押
収
物
の
処
置
）

第
九
十
八
条

［
同
上
］

［
新
設
］

そ
の
執
行
を
し
た
者
が
こ
れ
を
作
っ
て
交
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
差
押
状
等
執
行
後
の
処
置
）

差
押
状
、
記
録
命
令
付
差
押
状
又
は
捜
索

二



第
九
十
九
条

［
略
］

（
押
収
、
捜
索
の
立
会
い
）

第
百
条

碧
詞
洲
凋
を
発
し
な
い
で
押
収
を
す
る
と
き
は
、

裁
判
所
書
記
官
を
立
ち
会
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
削
る
］

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

掲
げ
る
方
法
に
よ
る
提
供
を
命
ず
る
も
の
に
限
る
。
）

に
よ
り
提
供
さ
せ
た
電
磁
的
記
録
に
つ
い
て
は
、

消
去

（
君
制
山
伽
の
執
行
調
書
の
記
載
）

改
変
又
は
漏
え
い
を
防
ぐ
た
め
、
相
当
の
処
置
を
し

）

第
九
十
九
条

［
同
上
］

２
記
録
命
令
付
差
押
状
の
執
行
を
し
た
者
が
第
九
十
六

条
又
は
前
条
の
処
分
を
し
た
と
き
も
、
前
項
と
同
様
と

第
百
条

す
る
。

で
押
収
を
す
る
と
き
は
、
裁
判
所
書
記
官
を
立
ち
会
わ

（
押
収
、
捜
索
の
立
会
い
）

へ

『差
押
状
又
は
記
録
命
令

記
録
命
令
付
差
押
状
の

付
差
押
状
を
発
し
な
い

執
行
調
書
の
記
載

二
二二



（
決
定
の
告
知
・
法
第
百
五
十
七
条
の
二
等
）

第
百
七
条
の
二

法
第
百
五
十
七
条
の
二
第
一
項
及
び
第

百
五
十
七
条
の
三
第
一
項
の
請
求
に
対
す
る
決
定
、
法

第
百
五
十
七
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
措
置
を
採
る

旨
の
決
定
、
法
第
百
五
十
七
条
の
五
に
規
定
す
る
措
置

を
採
る
旨
の
決
定
、
法
第
百
五
十
七
条
の
六
第
一
項
及

び
第
二
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
証
人
尋
問
を
行
う

旨
の
決
定
並
び
に
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
証
人
の

２
君
詞
洲
梱
又
は
捜
索
状
を
執
行
す
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ

れ
他
の
検
察
事
務
官
、
司
法
警
察
職
員
又
は
裁
判
所
書

記
官
を
立
ち
会
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
決
定
の
告
知
・
法
第
百
五
十
七
条
の
二
等
）

第
百
七
条
の
二

法
第
百
五
十
七
条
の
二
第
一
項
及
び
第

百
五
十
七
条
の
三
第
一
項
の
請
求
に
対
す
る
決
定
、
法

第
百
五
十
七
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
措
置
を
採
る

旨
の
決
定
、
法
第
百
五
十
七
条
の
五
に
規
定
す
る
措
置

を
採
る
旨
の
決
定
、
法
第
百
五
十
七
条
の
六
第
一
項
及

び
第
二
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
証
人
尋
問
を
行
う

2す
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
他
の
検
察
事
務
官
、
司
法
警

察
職
員
又
は
裁
判
所
書
記
官
を
立
ち
会
わ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

旨
の
決
定
並
び
に
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
証
人
の

差
押
状
、
記
録
命
令
付
差
押
状
又
は
捜
索
状
を
執
行

四



第
百
七
条
の
三

－
２

略
宮

合
に
限
る
。
）
は
、
尋
問
前
に
、
証
人
の
陳
述
の
内
容

尋
問
及
び
供
述
並
び
に
そ
の
状
況
を
記
録
媒
体
に
記
録

す
る
旨
の
決
定
は
、
公
判
期
日
前
に
す
る
場
合
に
お
い

人
が
他
の
裁
判
所
の
構
内
以
外
の
場
所
に
在
席
す
る
場

に
不
当
な
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
者

て
も
、
こ
れ
を
送
達
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

る
場
所
が
当
該
方
法
に
よ
っ
て
尋
問
す
る
た
め
に
適
当

二
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
っ
て
尋
問
す
る
場
合
（
証

の
在
席
す
る
場
所
で
な
い
こ
と
そ
の
他
証
人
の
在
席
す

（
映
像
等
の
送
受
信
に
よ
る
通
話
の
方
法
に
よ
る
尋
問

法
第
百
五
十
七
条
の
六
）

裁
判
所
は
、
法
第
百
五
十
七
条
の
六
第

第
百
七
条
の
三

法
第
百
五
十
七
条
の
六
第
二
項
の
同
一

構
内
以
外
に
あ
る
場
所
で
あ
っ
て
裁
判
所
の
規
則
で
定

め
る
も
の
は
、
同
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
る
尋
問
に

必
要
な
装
置
の
設
置
さ
れ
た
他
の
裁
判
所
の
構
内
に
あ

る
場
所
と
す
る
。

［
２

同
上
］

（
映
像
等
の
送
受
信
に
よ
る
通
話
の
方
法
に
よ
る
尋
問

．
法
第
百
五
十
七
条
の
六
）

尋
問
及
び
供
述
並
び
に
そ
の
状
況
を
記
録
媒
体
に
記
録

す
る
旨
の
決
定
は
、
公
判
期
日
前
に
す
る
場
合
に
お
い

て
も
、
こ
れ
を
送
達
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

五



（
尋
問
上
の
注
意
、
在
廷
証
人
）

第
百
十
三
条

［
略
］

第
百
十
八
条

宣
誓
は
、

２
証
人
が

す
る
同
一
構
内
以
外
に
あ
る
場
所
で
あ
っ
て
適
当
と
認

実
を
述
べ
何
事
も
隠
さ
ず
、
ま
た
、
何
事
も
付
け
加
え

な
い
こ
と
を
誓
う
旨
を
述
べ
る
方
式
（
当
該
事
項
を
述

め
る
も
の
に
い
る
と
き
は
、
召
喚
を
し
な
い
場
合
で
も

る
同
一
構
内
に
い
る
と
き
、
又
は
同
条
第
二
項
に
規
定

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

く
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
裁
判
所
書

こ
れ
を
尋
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
・

（
宣
誓
の
方
式
・
法
第
百
五
十
四
条
）

法
第
百
五
十
七
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す

証
人
が
、
良
心
に
従
っ
て
、
真

（
尋
問
上
の
注
意
、
在
廷
証
人
）

第
百
十
三
条

［
同
上
］

（
宣
誓
の
方
式
印
法
第
百
五
十
四
条
）

第
百
十
八
条

宣
誓
は
、
宣
誓
書
に
よ
り

利
剤
吋
な
ら
な
い
。

２
証
人
が

召
喚
を
し
な
い
場
合
で
も
、
こ
れ
を
尋
問
す
る
こ
と
が

る
他
の
裁
判
所
の
構
内
を
含
む
。
）

で
き
る
。

裁
判
所
の
構
内
（
第
百
七
条
の
三
に
規
定
す

に
い
る
と
き
は
、

’
一
ハ こ
れ
を
し
な
け



211 一
削
る
二

ニ
削
る
一

な
ら
な
い
。

が
当
該
書
面
に
署
名
す
る
方
式
）

記
官
が
当
該
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
朗
読
し
、

証
人

し、
◎

宣
誓
は
、
起
立
し
て
厳
粛
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

に
よ
り
し
な
け
れ
ば

411 を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
裁
判
長
は
、
証
人
に
宣
誓
書
を
朗
読
さ
せ
、
且
つ
こ

れ
に
署
名
押
印
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
証
人
が
宣

誓
書
を
朗
読
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
裁
判
長

は
、
裁
判
所
書
記
官
に
こ
れ
を
朗
読
さ
せ
な
け
れ
ば
な

21な
ら
な
い
。

ら
な
い
。

も
隠
さ
ず
、
又
何
事
も
附
け
加
え
な
い
こ
と
を
誓
う
旨

一
日
一
巷
言
樫
畦
、

宣
誓
書
に
は
、
良
心
に
従
っ
て
、
真
実
を
述
べ
何
事

起
立
し
て
厳
粛
に
こ
れ
を
行
わ
な
け
れ
ば

七



（
宣
誓
・
法
第
百
六
十
六
条
）

第
百
二
十
八
条

［
略
］

（
鑑
定
の
た
め
の
閲
覧
等
）

第
百
三
十
四
条

［
略
］

２
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
第
百
五
十
七
条
の

２
宣
誓
は
、

國
川
な
ら
な
い
。

［
削
る
］

す
る
こ
と
を
誓
う
旨
を
述
べ
る
方
式
（
当
該
事
項
を
述

人
が
当
該
書
面
に
署
名
す
る
方
式
）

記
官
が
当
該
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
朗
読
し
、
鑑
定

く
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
裁
判
所
書

鑑
定
人
が
、
良
心
に
従
っ
て
誠
実
に
鑑
定

に
よ
り
し
な
け
れ

311

（
宣
誓
・
法
第
百
六
十
六
条
）

第
百
二
十
八
条

［
同
上
］

２
宣
誓
は
、
宣
誓
書
に
よ
り
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

（
鑑
定
の
た
め
の
閲
覧
等
）

第
百
三
十
四
条

［
同
上
］

２
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
第
百
五
十
七
条
の

な

い
○

こ
と
を
誓
う
旨
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

宣
誓
書
に
は
、
良
心
に
従
っ
て
誠
実
に
鑑
定
を
す
る

八



［
３

略
］

（
処
分
を
す
べ
き
裁
判
官
・
法
第
百
七
十
九
条
）

第
百
三
十
七
条

証
拠
保
全
の
請
求
は
、
次
に
掲
げ
る
地

を
管
轄
す
る
地
方
裁
判
所
又
は
簡
易
裁
判
所
の
裁
判
官

に
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

六
第
五
項
に
規
定
す
る
記
録
媒
体
は
、
謄
写
す
る
こ
と

二|’

が
で
き
な
い
。

｜

押
収

命
ず
る
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
り
電
磁
的
記
録
を
提

供
さ
せ
る
こ
と
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
押
収
す

べ
き
物
の
所
在
地

二
第
一
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
提
供
を

電
磁
的
記
録
提
供
命
令
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
受

（
電
磁
的
一
記
録
提
供
命
令
（
法
第
百
二
条
の

六
第
四
項
に
規
定
す
る
記
録
媒
体
は
、
謄
写
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

［
３

同
上
］

（
処
分
を
す
べ
き
裁
判
官
・
法
第
百
七
十
九
条
）

第
百
三
十
七
条

［
同
上
］

二|’
一

押
収
（
記
録
命
令
付
差
押
え
を
除
く
。
）

に
つ
い

て
は
、
押
収
す
べ
き
物
の
所
在
地

記
録
命
令
付
差
押
え
に
つ
い
て
は
、
電
磁
的
記
録

九



十
八
条
）

第
百
五
十
五
条

差
押
え
、

け
る
者
の
現
在
地

［
三
～
五

略
］

［
２

略
］

（
差
押
え
等
の
令
状
請
求
書
の
記
載
要
件
・
法
第
二
百

令
又
は
検
証
の
た
め
の
令
状
の
請
求
書
に
は
、

次
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

’

差
し
押
さ
え
る
べ
き
物
、
捜
索
す
べ
き
場
所
、
身

体
若
し
く
は
物
、
提
供
さ
せ
る
べ
き
電
磁
的
記
録
ｊ
ｌ

べ
き
場
所
、
身
体
若
し
く
は
物

［
二
～
六

略
］

提
供
さ
せ
る
べ
き
者
及
び
提
供
の
方
法
又
は

捜
索
、
電
磁
的
記
録
提
供
命

園
訓
討

第
百
五
十
五
条

差
押
え
、

を
記
録
さ
せ
又
は
印
刷
さ
せ
る
べ
き
者
の
現
在
地

［
三
～
五

同
上
］

［
２

同
上
］

（
差
押
え
等
の
令
状
請
求
書
の
記
載
要
件
・
法
第
二
百

十
八
条
）

又
は
検
証
の
た
め
の
令
状
の
請
求
書
に
は
、
次
に
掲
げ

る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

｜

差
し
押
さ
え
る
べ
き
物
、

害
一
～
六

同
上
室

刷
さ
せ
る
べ
き
電
磁
的
記
録
及
び
こ
れ
を
記
録
さ
せ

若
し
く
は
印
刷
さ
せ
る
べ
き
者
又
は
捜
索
し
若
し
く

は
検
証
す
べ
き
場
所
、
身
体
若
し
く
は
物

記
録
命
令
付
差
押
え
、
捜
索

記
録
さ
せ
若
し
く
は
印

二

○



八|’

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
別
Ⅲ
‐

十
前
号
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
号
に
規
定

ら
し
て
は
な
ら
な
い
旨
を
命
ず
べ
き
期
間

九
法
第
二
百
二
十
二
条
第
八
項
の
許
可
を
請
求
す
る

七す
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
事
由

き
は
、
そ
の
旨
、
事
由
及
び
同
項
の
規
定
に
よ
り
漏

、
建
造
物
又
は
船
舶

す
る
住
居
、
邸
宅
、
建
造
物
又
は
船
舶
に
お
い
て
、

と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
立
ち
入
る
べ
き
住
居
、
邸
宅

る
場
合
に
お
け
る
法
第
二
百
二
十
二
条
第
一
項
に
お

日
出
前
、

法
第
二
百
十
八
条
第
三
項
の
許
可
を
．
請
求
す
る
と

日
出
前
Ⅶ
１
日
没
後
に
差
押
え
Ⅵ
ｌ
捜
索
又
は
検
証
を

日
没
後
に
、
電
磁
的
記
録
提
供
命
令
を
す

七［
新
設
］

［
新
設
］

、
そ
の
旨
及
び
事
由

［
新
設
］

押
え
、
捜
索
又
は
検
証
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
は

日
出
前
又
は
日
没
後
に
差
押
え
、
記
録
命
令
付
差

二



第
百
五
十
七
条
の
三

２
身
体
検
査
令
状
の
請
求
書
に
は
、
前
項
に
規
定
す
る

事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

［
３

略
］

司
電
磁
的
記
録
提
供
命
令
の
令
状
の
記
載
要
件
・
法
第

な
く
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
電
磁
的
記
録
提
供

命
令
に
違
反
し
た
と
き
は
、
法
第
二
百
二
十
二
条
の
二

事
項
の
ほ
か
、
法

電
磁
的
記
録
提
供
命
令
の
令
状
に
は
、
正
当
な
理
由
が

二
百
十
九
条
）

由’

提
示
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
事

い
て
準
用
す
る
法
第
百
十
条
の
規
定
に
よ
る
令
状
の

第法
第
二
百
十
八
条
の
規
定
に
よ
る

日
十
八
条
第
八
項
怠
卜
規
定
す
る

２
身
体
検
査
令
状
の
請
求
書
に
は
、
前
項
に
規
定
す
る

事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

［
３

同
上
］

［
新
設
］

事
項
の
ほ
か
、
法
第
二
百
十
八
条
第
五
項二

二

に
規
定
す
る



（
呼
称
の
定
め
等
・
法
第
二
百
七
十
一
条
の
二
等
）

第
百
七
十
六
条
の
二

［
略
］

［
２
．
３

略
］

４
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
に
規
定

す
る
個
人
特
定
事
項
に
係
る
名
称
が
氏
名
で
あ
り
、
そ

の
氏
名
に
係
る
者
が
当
該
事
件
の
訴
訟
に
関
す
る
書
類

も
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

、
法
第
二
百
十
八
条
第
三
項
の
許
可
を
す
る
と
き
は
、

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

反
し
た
と
き
は
、
法
第
二
百
二
十
二
条
の
二
の
規
定
に

よ
り
刑
罰
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
旨
を
も
記
載
し

正
当
な
理
由
が
な
く
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違

の
規
定
に
よ
り
刑
罰
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
旨
を

（
呼
称
の
定
め
等
・
法
第
二
百
七
十
一
条
の
二
等
）

第
百
七
十
六
条
の
二

［
同
上
］

４
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
に
規
定

す
る
個
人
特
定
事
項
に
係
る
名
称
が
氏
名
で
あ
り
、
そ

の
氏
名
に
係
る
者
が
当
該
事
件
の
訴
訟
に
関
す
る
書
類

［
２
、
３

同
上
］

’’一一一



に
署
名
す
べ
き
と
き
は
、
署
名
に
代
え
て
同
項
の
規
定

に
よ
り
定
め
ら
れ
た
呼
称
を
自
書
す
る
こ
と
が
で
き
る

。
こ
の
場
合
に
お
け
る
第
三
十
八
条
第
六
項
、
第
五
十

二
条
の
五
第
二
項
第
四
号
及
び
第
三
項
、
第
五
十
二
条

の
十
五
第
二
項
第
四
号
及
び
第
三
項
、
第
六
十
条
並
び

に
第
百
十
八
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

第
三
十
八
条
第
六
項
、
第
五
十
二
条
の
五
第
三
項
測
制
引

第
五
十
一

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
署
名
押
印
さ
せ
、
又

は
第
百
七
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら

れ
た
呼
称
を
自
書
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
第

五
十
二
条
の
五
第
二
項
第
四
号
及
び
第
五
十
二
条
の
十

五
第
二
項
第
四
号
中
「
署
名
押
印
さ
せ
る
」
と
あ
る
の

一
条
の
十
五
第
三
項
中
「
署
名
押
印
さ
せ
な
け

に
署
名
す
べ
き
と
き
は
、
署
名
に
代
え
て
同
項
の
規
定

に
よ
り
定
め
ら
れ
た
呼
称
を
自
書
す
る
こ
と
が
で
き
る

。
こ
の
場
合
に
お
け
る
第
三
十
八
条
第
六
項
、
第
五
十

二
条
の
五
第
二
項
第
四
号
及
び
第
三
項
、
第
五
十
二
条

の
十
五
第
二
項
第
四
号
及
び
第
三
項
、
第
六
十
条
並
び

に
第
百
十
八
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

第
三
十
八
条
第
六
項
、
第
五
十
二
条
の
五
第
三
項
、
第

「
署
名
押
印
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
の
は

「
署
名
押
印
さ
せ
、
又
は
第
百
七
十
六
条
の
二
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
呼
称
を
自
書
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
、
第
五
十
二
条
の
五
第
二
項
第
四
号

及
び
第
五
十
二
条
の
十
五
第
二
項
第
四
号
中
「
署
名
押

五
十
二
条
の
十
五
第
三
項
及
び
第
百
十
八
条
第
三
項
中

二

四



（
呼
称
の
定
め
等
・
法
第
二
百
九
十
九
条
の
四
等
）

第
百
七
十
八
条
の
十

［
略
］

４
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
の
規
定

「
２

．
３

略
］

ｒ

は
「
署
名
押
印
さ
せ
、
又
は
第
百
七
十
六
条
の
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
呼
称
を
自
書
さ
せ
る
」

と
、
第
六
十
条
中
「
を
記
載
し
て
署
名
押
印
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
を
記
載
し
て
、
署
名
押

印
し
、
又
は
第
百
七
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
定
め
ら
れ
た
呼
称
を
自
書
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
、
第
百
十
八
条
第
一
項
中
「
署
名
す
る
」
と
あ
る
の

定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
呼
称
を
自
書
す
る
」
と
す
る

は
「
署
名
し
、
又
は
第
百
七
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規

0

（
呼
称
の
定
め
等
・
法
第
二
百
九
十
九
条
の
四
等
）

第
百
七
十
八
条
の
十

［
同
上
］

［
２
．
３

同
上
］

４
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
の
規
定

印
さ
せ
る
」
と
あ
る
の
は
「
署
名
押
印
さ
せ
、
又
は
第

百
七
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た

呼
称
を
自
書
さ
せ
る
」
と
、
第
六
十
条
中
「
を
記
載
し

て
署
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
の
は

「

を
記
載
し
て
、
署
名
押
印
し
、
又
は
第
百
七
十
六
条
の

二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
呼
称
を
自
書
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
詞
剖
剣
。

二

五



な
ら
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
署
名
押
印
さ
せ
、
又
は
第

百
七
十
八
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た

呼
称
を
自
書
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
第
五
十

に
よ
る
氏
名
に
代
わ
る
呼
称
の
定
め
が
あ
り
、
そ
の
氏

名
に
係
る
者
が
当
該
事
件
の
訴
訟
に
関
す
る
書
類
に
署

名
す
べ
き
と
き
は
、
署
名
に
代
え
て
同
項
の
規
定
に
よ

り
定
め
ら
れ
た
呼
称
を
自
書
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
場
合
に
お
け
る
第
三
十
八
条
第
六
項
、
第
五
十
二
条

の
五
第
二
項
第
四
号
及
び
第
三
項
、
第
五
十
二
条
の
十

五
第
二
項
第
四
号
及
び
第
三
項
、
第
六
十
条
並
び
に
第

百
十
八
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
三

十
八
条
第
六
項
、
第
五
十
二
条
の
五
第
三
項
及
び
第
五

十
二
条
の
十
五
第
三
項
中
「
署
名
押
印
さ
せ
な
け
れ
ば

に
よ
る
氏
名
に
代
わ
る
呼
称
の
定
め
が
あ
り
、
そ
の
氏

名
に
係
る
者
が
当
該
事
件
の
訴
訟
に
関
す
る
書
類
に
署

名
す
べ
き
と
き
は
、
署
名
に
代
え
て
同
項
の
規
定
に
よ

り
定
め
ら
れ
た
呼
称
を
自
書
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
場
合
に
お
け
る
第
三
十
八
条
第
六
項
、
第
五
十
二
条

の
五
第
二
項
第
四
号
及
び
第
三
項
、
第
五
十
二
条
の
十

五
第
二
項
第
四
号
及
び
第
三
項
、
第
六
十
条
並
び
に
第

百
十
八
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
三

十
八
条
第
六
項
、
第
五
十
二
条
の
五
第
三
項
、
第
五
十

名
押
印
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
署

名
押
印
さ
せ
、
又
は
第
百
七
十
八
条
の
十
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
呼
称
を
自
書
さ
せ
な
け
れ
ば
な

二
条
の
十
五
第
三
項
及
び
第
百
十
八
条
第
三
項
中

一一一ハ

弓

署



（
還
付
等
に
関
す
る
規
定
の
活
用
）

第
百
七
十
八
条
の
十
七

検
察
官
は
、
公
訴
の
提
起
後
は

二
条
の
五
第
二
項
第
四
号
及
び
第
五
十
二
条
の
十
五
第

二
項
第
四
号
中
「
署
名
押
印
さ
せ
る
」
と
あ
る
の
は

「

署
名
押
印
さ
せ
、
又
は
第
百
七
十
八
条
の
十
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
呼
称
を
自
書
さ
せ
る
」
と
、

第
六
十
条
中
「
を
記
載
し
て
署
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
を
記
載
し
て
、
署
名
押
印
し

、
又
は
第
百
七
十
八
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定

第
百
十
八
条
第
一
項
中
「
署
名
す
る
」
と
あ
る
の
は

「

署
名
し
、
又
は
第
百
七
十
八
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に

め
ら
れ
た
呼
称
を
自
書
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、

よ
り
定
め
ら
れ
た
呼
称
を
自
書
す
る
」
と
す
る

○

（
還
付
等
に
関
す
る
規
定
の
活
用
）

第
百
七
十
八
条
の
十
七

検
察
官
は
、
公
訴
の
提
起
後
は

ら
な
い
」
と
、
第
五
十
二
条
の
五
第
二
項
第
四
号
及
び

第
五
十
二
条
の
十
五
第
二
項
第
四
号
中
「
署
名
押
印
さ

せ
る
」
と
あ
る
の
は
「
署
名
押
印
さ
せ
、

又
は
第
百
七

十
八
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
呼
称

を
自
書
さ
せ
る
」
と
、
第
六
十
条
中
「
を
記
載
し
て
署

名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
を
記

載
し
て
、
署
名
押
印
し
、
又
は
第
百
七
十
八
条
の
十
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
呼
称
を
自
書
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」

と
す
る
。

二

七



及
び
弁
護
人
が
訴
訟
の
準
備
を
す
る
に
当
た
り
な
る
、
へ

く
そ
の
物
又
は
電
磁
的
記
録
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
法
第
二
百
二
十
二
条
第
一
項
の

規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
二
十
三
条
第
一
固
『
洲

ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
百
二
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規

定
の
活
用
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
公
判
前
整
理
手
続
調
書
の
記
載
要
件
・
法
第
三
百
十

六
条
の
十
二
）

第
二
百
十
七
条
の
十
五

公
判
前
整
理
手
続
調
書
に
は
、

掲
げ
る
方
法
に
よ
る
提
供
を
命
ず
る
も
の
に
限
る
。
）

、
そ
の
事
件
に
関
し
押
収
し
て
い
る
物
又
は
電
磁
的
記

録
提
供
命
令
（
法
第
百
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
口
に

に
よ
り
移
転
さ
せ
た
電
磁
的
記
録
に
つ
い
て
、
被
告
人

（
公
判
前
整
理
手
続
調
書
の
記
載
要
件
・
法
第
三
百
十

六
条
の
十
二
）

第
二
百
十
七
条
の
十
五

［
同
上
］

告
人
及
び
弁
護
人
が
訴
訟
の
準
備
を
す
る
に
当
た
り
な

、
そ
の
事
件
に
関
し
押
収
し
て
い
る
物
に
つ
い
て
、
被

準
用
さ
れ
る
法
第
百
二
十
三
条
（
押
収
物
の
還
付
等
）

る
た
め
、
法
第
二
百
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

る
べ
く
そ
の
物
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

の
規
定
の
活
用
を
考
盧
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

八



十
～
二
十

一

［
略
］

［
２

略
］

（
準
用
規
定
）

第
二
百
十
七
条
の
二
十
九

期
日
間
整
理
手
続
に
つ
い
て

は
、
前
款
（
第
二
百
十
七
条
の
十
九
を
除
く
。
）

の
規

定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規

八|’

七
通
訳
人
の
宣
誓
の
有
無
及
び
通
訳
人
に
宣
誓
を
さ

’
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｑ

［
一
～
六

略
］

九

及
び
そ
の
事
由

せ
な
か
っ
た
と
き
は
、

そ
の
事
由

通
訳
人
が
宣
誓
、
通
訳
又
は
供
述
を
拒
ん
だ
こ
と

F－~1

略
’ I

［
２

同
上
］

（
準
用
規
定
）

第
二
百
十
七
条
の
二
十
九

期
日
間
整
理
手
続
に
つ
い
て

は
、
前
款
（
第
二
百
十
七
条
の
十
九
を
除
く
。
）

の
規

定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規

’
’

八
～
十
九

I

七
［
同
上
］

［
新
設
］

［
一
～
六

同
上
］

［
新
設
］

［
同
上
］

二

九



第
三
百
十
六
条
の
二
十
八
第
一
項
」
と
、
第
二
百
十
七

条
の
五
か
ら
第
二
百
十
七
条
の
十
二
ま
で
の
見
出
し
、

第
二
百
十
七
条
の
十
四
（
見
出
し
を
含
む
。
）
、

第
二

百
十
七
条
の
十
五
か
ら
第
二
百
十
七
条
の
十
八
ま
で
の

見
出
し
、
第
二
百
十
七
条
の
二
十
第
一
項
、
第
二
百
十

定
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
公
判
前
整
理
手
続
期
日

」
と
あ
る
の
は
「
期
日
間
整
理
手
続
期
日
」
と
、

「
公

判
前
整
理
手
続
調
書
」
と
あ
る
の
は
「
期
日
間
整
理
手

続
調
書
」
と
読
み
替
え
る
ほ
か
、
第
二
百
十
七
条
の
二

か
ら
第
二
百
十
七
条
の
四
ま
で
の
見
出
し
中
「
第
三
百

十
六
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
百
十
六
条
の
二
十

八
」
と
、
第
二
百
十
七
条
の
三
及
び
第
二
百
十
七
条
の

四
中
「
第
三
百
十
六
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は

「

定
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
公
判
前
整
理
手
続
期
日

」
と
あ
る
の
は
「
期
日
間
整
理
手
続
期
日
」
と
、

「
公

判
前
整
理
手
続
調
書
」
と
あ
る
の
は
「
期
日
間
整
理
手

続
調
書
」
と
読
み
替
え
る
ほ
か
、
第
二
百
十
七
条
の
二

か
ら
第
二
百
十
七
条
の
四
ま
で
の
見
出
し
中
「
第
三
百

十
六
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
百
十
六
条
の
二
十

八
」
と
、
第
二
百
十
七
条
の
三
及
び
第
二
百
十
七
条
の

四
中
「
第
三
百
十
六
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「

第
三
百
十
六
条
の
二
十
八
第
一
項
」
と
、
第
二
百
十
七

条
の
五
か
ら
第
二
百
十
七
条
の
十
二
ま
で
の
見
出
し
、

第
二
百
十
七
条
の
十
四
（
見
出
し
を
含
む
。
）
、

第
二

百
十
七
条
の
十
五
か
ら
第
二
百
十
七
条
の
十
八
ま
で
の

見
出
し
、
第
二
百
十
七
条
の
二
十
第
一
項
、
第
二
百
十

三

○



七
条
の
二
十
一
の
見
出
し
、
第
二
百
十
七
条
の
二
十
二

（
見
出
し
を
含
む
。
）
、
第
二
百
十
七
条
の
二
十
三
の

見
出
し
、
第
二
百
十
七
条
の
二
十
四
（
見
出
し
を
含
む

。
）
、
第
二
百
十
七
条
の
二
十
五
の
見
出
し
、
第
二
百

十
七
条
の
二
十
六
（
見
出
し
を
含
む
。
）
、
第
二
百
十

七
条
の
二
十
七
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
並
び
に
前

条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
法
」
と
あ
る
の
は
「
法

第
三
百
十
六
条
の
二
十
八
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

法
」
と
、

法
第
三
百
十
六
条
の
二
十
三
第
三
項
」
と
、
同
項
第
二

Ｈ
割
引
刎
中
「
第
百
五
十
七
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の

「
第
三
百
十
六
条
の
二
十
三
第
三
項
」
と
あ
る
の
は

「

第
三
百
十
六
条
の
二
十
八
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
二
百
十
七
条
の
十
五
第
一
項
第
十
九
号
中

「
第
三
百
十
六
条
の
二
十
三
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「

第
三
百
十
六
条
の
二
十
八
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

法
第
三
百
十
六
条
の
二
十
三
第
三
項
」
と
、
同
項
第
十

川
国
引
刈
中
「
第
百
五
十
七
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の

七
条
の
二
十
一
の
見
出
し
、
第
二
百
十
七
条
の
二
十
二

（
見
出
し
を
含
む
。
）
、
第
二
百
十
七
条
の
二
十
三
の

見
出
し
、
第
二
百
十
七
条
の
二
十
四
（
見
出
し
を
含
む

。
）
、
第
二
百
十
七
条
の
二
十
五
の
見
出
し
、
第
二
百

十
七
条
の
二
十
六
（
見
出
し
を
含
む
。
）
、
第
二
百
十

七
条
の
二
十
七
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
並
び
に
前

条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
法
」
と
あ
る
の
は
「
法

第
三
百
十
六
条
の
二
十
八
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

法
」
と
、
第
二
百
十
七
条
の
十
五
第
一
項
第
十
七
号

一一一一

中



二
十
八
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
百
十
六
条

の
十
三
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
第
三
百
十
六
条
の
十

七
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
百
十
六
条
の
二
十
八

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
百
十
六
条
の
十
七

第
一
項
」
と
、
第
二
百
十
七
条
の
二
十
五
中
「
第
三
百

は
「
第
百
五
十
七
条
の
二
第
一
項
又
は
第
百
五
十
七
条

の
三
第
一
項
」
と
、
「
第
三
百
十
六
条
の
五
第
九
号
」

と
あ
る
の
は
「
第
三
百
十
六
条
の
二
十
八
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
法
第
三
百
十
六
条
の
五
第
九
号
」
と
、

第
二
百
十
七
条
の
十
七
中
「
第
一
回
公
判
期
日
」
と
あ

る
の
は
「
期
日
間
整
理
手
続
終
了
後
の
最
初
の
公
判
期

日
」
と
、
第
二
百
十
七
条
の
二
十
の
見
出
し
中
「
第
三

百
十
六
条
の
十
三
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
百
十
六
条
の

は
「
第
百
五
十
七
条
の
二
第
一
項
又
は
第
百
五
十
七
条

の
三
第
一
項
」
と
、

「
第
三
百
十
六
条
の
五
第
九
号
」

と
あ
る
の
は
「
第
三
百
十
六
条
の
二
十
八
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
法
第
三
百
十
六
条
の
五
第
九
号
」
と
、

第
二
百
十
七
条
の
十
七
中
「
第
一
回
公
判
期
日
」
と
あ

る
の
は
「
期
日
間
整
理
手
続
終
了
後
の
最
初
の
公
判
期

日
」
と
、
第
二
百
十
七
条
の
二
十
の
見
出
し
中
「
第
三

百
十
六
条
の
十
三
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
百
十
六
条
の

二
十
八
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
百
十
六
条

の
十
三
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
第
三
百
十
六
条
の
十

七
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
百
十
六
条
の
二
十
八

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
百
十
六
条
の
十
七

第
一
項
」
と
、
第
二
百
十
七
条
の
二
十
五
中
「
第
三
百

三

二



（
差
押
え
等
の
令
状
請
求
書
の
記
載
要
件
・
法
第
五
百

九
条
）

第
二
百
九
十
五
条
の
六

法
第
五
百
九
条
の
規
定
に
よ
る

十
六
条
の
二
十
三
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
百
十

六
条
の
二
十
八
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
百

十
六
条
の
二
十
三
第
二
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

差
押
え
、

ス
－

0

た
め
の
令
状
の
請
求
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記

載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・

一

差
し
押
さ
え
る
べ
き
物
、
捜
索
す
べ
き
場
所
、
身

体
若
し
く
は
物
、
提
供
さ
せ
る
べ
き
電
磁
的
記
録
、

提
供
さ
せ
る
べ
き
者
及
び
提
供
の
方
法
又
は

捜
索
、
電
磁
的
記
録
提
供
命
令
又
は
検
証
の劇

（
差
押
え
等
の
令
状
請
求
書
の
記
載
要
件
・
法
第
五
百

九
条
）

第
二
百
九
十
五
条
の
六

法
第
五
百
九
条
の
規
定
に
よ
る

差
押
え
、

十
六
条
の
二
十
三
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
百
十

六
条
の
二
十
八
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
百

十
六
条
の
二
十
三
第
二
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

め
の
令
状
の
請
求
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
差
し
押
さ
え
る
、
へ
き
物
、

る
○

若
し
く
は
印
刷
さ
せ
る
べ
き
者

刷
さ
せ
る
べ
き
電
磁
的
記
録
及
び
こ
れ
を
記
録
さ
せ

記
録
命
令
付
差
押
え
、
捜
索

記
録
さ
せ
若
し
く
は
印

又
は
捜
索
し
若
し
く

一一一一一一 又
は
検
証
の
た



九
法
第
五
百
十
三
条
第
一
項
又
は
第
六
項
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
二
百
二
十
二
条
第
八
項
の
許
可
を
請

十
前
号
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て

八 ［
二
～
七

略
］

べ
き
場
所
、
身
体
若
し
く
は
物

す
る
住
居
、
邸
宅
、
建
造
物
又
は
船
舶
に
お
い
て
、

求
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
立
ち
入
る
べ
き
住
居

す
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
事
由

る
場
合
に
お
け
る
法
第
五
百
十
三
条
第
一
項
又
は
第

日
出
前
、
日
没
後
に
、

邸
宅
、
建
造
物
又
は
船
舶

日
出
前
、
日
没
後
に
差
押
え
Ⅶ
ｌ
捜
索
又
は
検
証
を

電
磁
的
記
録
提
供
命
令
を
す

同
号
に
規
定

八一
新
設
一

［
二
～
七

同
上
一

［
新
設
］

押
え
、
捜
索
又
は
検
証
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
は

、
そ
の
旨
及
び
事
由

は
検
証
す
べ
き
場
所
、
身
体
若
し
く
は
物

日
出
前
又
は
日
没
後
に
差
押
え
、
記
録
命
令
付
差

三

四



第
二
百
九
十
五
条
の
十

Ｆ
２
．
３

略
］

１

命
令
に
違
反
し
た
と
き
は
、
法
第
五
百
十
三
条
の
二
の

規
定
に
よ
り
刑
罰
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
旨
を
も

理
由
が
な
く
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
電
磁
的
記
録
提
供

五
百
十
条
）

記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
よ
る
電
磁
的
記
録
提
供
命
令
の
令
状
に
は
、
正
当
な

（
電
磁
的
記
録
提
供
命
令
の
令
状
の
記
載
要
件
・
法
第

（
鑑
定
処
分
許
可
請
求
書
の
記
載
要
件
・
法
第
五
百
十

旨
及
び
事
由

六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
十
条
の
規
定
に
よ

る
令
状
の
提
示
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の

法
第
五
百
九
条
第
一
項
の
規
定

［
新
設
］

后
２
．
３

同
上
］

１

（
鑑
定
処
分
許
可
請
求
書
の
記
載
要
件
・
法
第
五
百
十

三

五



第

第
二
百
九
十
五
条
の
十
一

2規
定
（
第
百
条
第
一
項
の
規
定
を
除
く
。
）

は
裁
判
所

又
は
裁
判
官
が
法
第
五
百
十
一
条
及
び
第
五
百
十
二
条

の
規
定
に
よ
っ
て
す
る
押
収
又
は
捜
索
に
つ
い
て
、
第

百
一
条
の
規
定
は
裁
判
所
又
は
裁
判
官
が
法
第
五
百
十

一
条
の
規
定
に
よ
っ
て
す
る
検
証
に
つ
い
て
、
第
四
十

項
の
規
定
は
裁
判
所
又
は
裁
判
官
が
法
第
五
百
十
一
条

五
条
）

の
二
の
規
定
に
よ
っ
て
す
る
電
磁
的
記
録
提
供
命
令

（

一
条
、
第
九
十
三
条
、
第
九
十
八
条
及
び
第
百
条
第
一

（
準
用
規
定
等
）

’
百
九
十
五
条
の
十
二

第
四
十
一
条
、
第
四
十
三
条 ■■皿

略
＝

■■■

略
■■■

及
び
第
一
編
第
九
章
の

第
二
百
九
十
五
条
の
十

第
二
百
九
十
五
条
の
十
一

２
第
四
十
三
条
及
び
第
一
編
第
九
章
の
規
定
（
第
百
条

第
一
項
の
規
定
を
除
く
。
）
は
裁
判
所
又
は
裁
判
官
が

法
第
五
百
十
一
条
及
び
第
五
百
十
二
条
の
規
定
に
よ
っ

て
す
る
押
収
又
は
捜
索
に
つ
い
て
、
第
百
一
条
の
規
定

は
裁
判
所
又
は
裁
判
官
が
法
第
五
百
十
一
条
の
規
定
に

よ
っ
て
す
る
検
証
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
・

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
三
条
第
一
項
中
「
被
告

人
若
し
く
は
被
疑
者
」
と
あ
る
の
は
、
「
裁
判
の
執
行

を
受
け
る
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

五
条
）

（
準
用
規
定
等
）

［
同
上
一

［
同
上
二

一二一ハ



第
二
条

少
年
審
判
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
〔

備
考

表
中
の

［
］
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記

（
少
年
審
判
規
則
の
一
部
改
正
）

－
３
．
４

略
二

当
該
電
磁
的
記
録
提
供
命
令
に
よ
り
電
磁
的
記
録
を
提

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

供
さ
せ
る
こ
と
を
含
む
。
）

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
三
条
第
一
項

中
「
被
告
人
若
し
く
は
被
疑
者
」
と
あ
る
の
は
、
「
裁

判
の
執
行
を
受
け
る
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る

『●1

で
あ
る
。

－
３
．
４

同
上
］

三

七



（
押
収
、
捜
索
、
検
証
、
鑑
定
嘱
託
等
・
法
第
六
条
の

（
押
収
、
捜
索
、
検
証
、
鑑
定
嘱
託
・
法
第
六
条
の
五

五
）

）

第
九
条
の
二

刑
事
訴
訟
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
最
高
裁

第
九
条
の
二

刑
事
訴
訟
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
最
高
裁

判
所
規
則
第
三
十
二
号
）
中
、
司
法
警
察
職
員
の
行
う

判
所
規
則
第
三
十
二
号
）
中
、
司
法
警
察
職
員
の
行
う

押
収
（
刑
事
訴
訟
法
第
百
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す

押
収
、
捜
索
、
検
証
及
び
鑑
定
の
嘱
託
に
関
す
る
規
定

る
電
磁
的
記
録
提
供
命
令
（
同
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る

（
同
規
則
第
百
五
十
八
条
の
二
か
ら
第
百
五
十
八
条
の

方
法
に
よ
る
提
供
を
命
ず
る
も
の
に
限
る
。
）

を
含
む

八
ま
で
を
除
く
。
）
は
、
法
第
六
条
の
五
第
一
項
の
規

。
）
、
捜
索
、
同
項
に
規
定
す
る
電
磁
的
記
録
提
供
命

定
に
よ
る
押
収
、
捜
索
、
検
証
及
び
鑑
定
の
嘱
託
に
つ

令
（
同
号
ロ
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
提
供
を
命
ず
る
も

い
て
準
用
す
る
・

の
に
限
る
。
）
、
検
証
及
び
鑑
定
の
嘱
託
に
関
す
る
規

改
正
後

改
正
前

一二剛ハ



検
証
及
び
鑑
定
の
嘱
託
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
証
人
尋
問
等
・
法
第
十
四
条
等
）

第
十
九
条

刑
事
訴
訟
規
則
中
、
裁
判
所
の
行
う
証
人
尋

定
（
同
規
則
第
百
五
十
八
条
の
二
か
ら
第
百
五
十
八
条

の
八
ま
で
を
除
く
。
）
は
、
法
第
六
条
の
五
第
一
項
の

規
定
に
よ
る

法
第
百
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
電
磁
的
記
録
提

供
命
令
（
同
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
提
供

問
、
鑑
定
、
通
訳
、
翻
訳
、
検
証
、
押
収
（
刑
事
訴
訟

掲
げ
る
方
法
に
よ
る
提
供
を
命
ず
る
も
の
に
限
る
。
）

を
命
ず
る
も
の
に
限
る
。
）

を
含
む
。
）
、
捜
索
及
び

同
項
に
規
定
す
る
電
磁
的
記
録
提
供
命
令
（
同
号
ロ
に

に
関
す
る
規
定
は
、
保
護
事
件
の
性
質
に
反
し
な
い
限

押
収
、
捜
索
、
電
磁
的
記
録
提
供
命
令
、

（
証
人
尋
問
等
・
法
第
十
四
条
等
）

第
十
九
条

刑
事
訴
訟
規
則
中
、
裁
判
所
の
行
う
証
人
尋

問
、
鑑
定
、
通
訳
、
翻
訳
、
検
証
、
押
収
及
び
捜
索
に

関
す
る
規
定
は
、
保
護
事
件
の
性
質
に
反
し
な
い
限
り

、
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
証
人
尋
問
、
鑑

定
、
通
訳
及
び
翻
訳
並
び
に
法
第
十
五
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
検
証
、
押
収
及
び
捜
索
に
つ
い
て
準
用
す
る

【。

三

九



第
三
条

少
年
の
保
護
事
件
に
係
る
補
償
に
関
す
る
規
則
（
平
成
四
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

正
す
る
。

（
少
年
の
保
護
事
件
に
係
る
補
償
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍

州
尉
鋼
剖
可
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

規
定
に
よ
る
検
証
、
押
収

り
、
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
証
人
尋
問
、

鑑
定
、
通
訳
及
び
翻
訳
並
び
に
法
第
十
五
条
第
一
項
の

（
調
査
）

改
正
後

、

捜
索
及
び
電
磁
的
記
録
提

（
調
査
）

改
正
前

四
○



第
四
条

犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑
事
手
続
に
付
随
す
る
措
置
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
最

備
考

第
七
条

［
略
］

第
七
条

［
同
上
］

２
少
年
審
判
規
則
第
十
二
条
、
第
十
九
条
（
検
証
、
押

２
少
年
審
判
規
則
第
十
二
条
、
第
十
九
条
（
検
証
、
押

収
（
刑
事
訴
訟
法
第
百
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る

収
及
び
捜
索
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
及
び
第
十
九
条

電
磁
的
記
録
提
供
命
令
（
同
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
方

の
二
の
規
定
は
、
法
第
七
条
の
調
査
に
つ
い
て
準
用
す

法
に
よ
る
提
供
を
命
ず
る
も
の
に
限
る
。
）

を
含
む
。

る
・

）
、
捜
索
及
び
同
項
に
規
定
す
る
電
磁
的
記
録
提
供
命

令
（
同
号
ロ
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
提
供
を
命
ず
る
も

（
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑
事
手
続
に
付
随
す
る
措
置
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

条
の
二
の
規
定
は
、
法
第
七
条
の
調
査
に
つ
い
て
準
用

す
る
。

の
に
限
る
。
）
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
及
び
第
十
九

表
中

の

戸

I■■■

の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

四



高
裁
判
所
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

。
）
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。
）
は
、
そ
の
標
記
部
分
が
同
一
の
も

す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応

の
は
当
該
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
そ
の
標
記
部
分
が
異
な
る
も
の
は
改
正
前
欄
に
掲
げ
る

第
ヨ
コ
冊
一
条

削
閏
州

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分

（
［

］
で
注
記
し
た
項
番
号
を
含
む

改
正
後

第
三
十

一
条

証
人
の
宣
誓
は
、
尋
問
の
前
に
さ
せ
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
特
別
の
事
由
が
あ
る
と
き

は
、
尋
問
の
後
に
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
証
人
等
の
宣
誓
）

改
正
前

四
二



３
裁
判
長
は
、
証
人
に
宣
誓
書
を
朗
読
さ
せ
、
か
つ
、

こ
れ
に
署
名
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
証
人
が
宣
誓

書
を
朗
読
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
裁
判
長
は

、
裁
判
所
書
記
官
に
こ
れ
を
朗
読
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

載
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
前
二
項
の
宣
誓
書
に
は
、
良
心
に
従
っ
て
真
実
を
述

４
裁
判
長
は
、
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
前
段
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
前
段
に
規
定
す
る
署
名
に

２
宣
誓
は
、
起
立
し
て
厳
粛
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

代
え
て
、
宣
誓
書
に
宣
誓
の
趣
旨
を
理
解
し
た
旨
の
記

な

い
0

ベ
、
何
事
も
隠
さ
ず
、
ま
た
、
何
事
も
付
け
加
え
な
い

い
○

四

三



（
鑑
定
人
の
宣
誓
）

’

第
三
十
二
条

［
１
］

を
記
載
し
た
書
面
を
い
う
。
第
三
項
及
び
第
五
項
に
お

書
（
良
心
に
従
っ
て
誠
実
に
鑑
定
す
る
こ
と
を
誓
う
旨

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
鑑
定
人
が
こ
れ
を
述
令
へ
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
裁
判
長
は
、
鑑
定
人
に
宣
誓

こ
と
を
誓
う
旨
を
述
べ
さ
せ
る
方
式
に
よ
り
し
な
け
れ

鑑
定
人
に
対
し
、
良
心
に
従
っ
て
誠
実
に
鑑
定
す
る

鑑
定
人
の
宣
誓
は
、
裁
判
長
が

’

第
三
十
二
条

［
１
］

鑑
定
人
の
宣
誓
書
に
は
、
良
心

こ
と
を
誓
う
旨
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
裁
判
長
は
、
宣
誓
の
前
に
、
宣
誓
の
趣
旨
を
説
明
し

、
か
つ
、
偽
証
の
罰
を
告
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７
前
各
項
の
規
定
は
、
当
事
者
本
人
の
尋
問
に
つ
い
て

準
用
す
る
。

（
鑑
定
人
の
宣
誓
）

に
従
っ
て
誠
実
に
鑑
定
を
す
る
こ
と
を
誓
う
旨
を
記
載

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
四



51 41 311 211
｡’ い

○

す
る
署
名
に
代
え
て
、
宣
誓
書
に
宣
誓
の
趣
旨
を
理
解

を
朗
読
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た
旨
の
記
載
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
書
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
た
だ
し
書
に
規
定

い
て
同
じ
。
）
に
署
名
さ
せ
、
裁
判
所
書
記
官
に
こ
れ

裁
判
長
は
、
宣
誓
の
前
に
、
宣
誓
の
趣
旨
を
説
明
し

宣
誓
は
、
起
立
し
て
厳
粛
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

裁
判
長
は
、
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
第
一
項
た
だ

か
つ
、
虚
偽
鑑
定
の
罰
を
告
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

『一一司

略
1 1

311

１２
前
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
及
び
第
六
項
の
規
定

は
、
鑑
定
人
に
宣
誓
さ
せ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る

［
新
設
］

［
新
設
］

0

一
同
上
二

四
五



第
五
条

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
が
民
事
訴
訟
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
令
和
六

２
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑
事
手
続
に
付
随
す
る
措
置
に
関
す
る
規

整
規
定
）

年
最
高
裁
判
所
規
則
第
十
四
号
）
の
施
行
の
日
前
で
あ
る
場
合
に
は
、
前
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も

し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。
）
は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ

の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付

備
考

表
中
の

［
］
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記

（
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑
事
手
続
に
付
随
す
る
措
置
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
調

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

で
あ
る
。

四
六



目
次

目
次

［
第
一
章
～
第
五
章

略
］

［
第
一
章
～
第
五
章

同
上
］

第
六
章

刑
事
訴
訟
手
続
に
伴
う
犯
罪
被
害
者
等
の
損

第
六
章

［
同
上
］

害
賠
償
請
求
に
係
る
裁
判
手
続
の
特
例

［
第
一
節

略
］

［
第
一
節

同
上
］

第
二
節

審
理
及
び
裁
判
等
（
第
二
十
四
条
ｌ
第
三

第
二
節

審
理
及
び
裁
判
等
（
第
二
十
四
条
’
第
二

判
Ｊ
釧
君
）

十
九
条
）

第
三
節

異
議
等
（
第
三
十
二
条
’
第
三
十
六
条
）

第
三
節

異
議
等
（
第
三
十
条
’
第
三
十
四
条
）

第
四
節

補
則
（
第
三
十
七
条
’
第
四
十
条
）

第
四
節

補
則
（
第
三
十
五
条
’
第
三
十
八
条
）

第
七
章

雑
則
（
第
四
十
一
条
）

第
七
章

雑
則
（
第
三
十
九
条
）

改
正
後

改
正
前

四
七



h

附
則（
民
事
訴
訟
規
則
の
準
用
）

第
十
九
条

法
第
六
章
に
規
定
す
る
民
事
上
の
争
い
に
つ

い
て
の
刑
事
訴
訟
手
続
に
お
け
る
和
解
に
関
す
る
手
続

に
つ
い
て
は
、
民
事
訴
訟
規
則
（
平
成
八
年
最
高
裁
判

所
規
則
第
五
号
）
第
一
編
第
三
章
第
一
節
（
選
定
当
事

者
及
び
特
別
代
理
人
の
規
定
を
除
く
。
）
及
び
第
四
節

並
び
に
第
七
章
（
第
五
十
二
条
の
十
第
一
項
第
二
号
及

び
第
二
項
並
び
に
第
五
十
二
条
の
十
二
第
二
項
を
除
く

。
）
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同

規
則
第
五
十
二
条
の
十
二
第
一
項
中
「
こ
の
規
則
の
規

定
（
第
五
十
二
条
の
十
（
秘
匿
事
項
届
出
書
面
の
記
載

事
項
等
）
第
一
項
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

附
則（
民
事
訴
訟
規
則
の
準
用
）

第
十
九
条

法
第
六
章
に
規
定
す
る
民
事
上
の
争
い
に
つ

い
て
の
刑
事
訴
訟
手
続
に
お
け
る
和
解
に
関
す
る
手
続

に
つ
い
て
は
、
民
事
訴
訟
規
則
（
平
成
八
年
最
高
裁
判

所
規
則
第
五
号
）
第
一
編
第
三
章
第
一
節
（
選
定
当
事

者
及
び
特
別
代
理
人
の
規
定
を
除
く
。
）
及
び
第
四
節

並
び
に
第
七
章
（
第
五
十
二
条
の
十
第
一
項
第
二
号
及

び
第
二
項
並
び
に
第
五
十
二
条
の
十
二
第
二
項
を
除
く

。
）
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同

規
則
第
五
十
二
条
の
十
二
第
一
項
中
「
こ
の
規
則
の
規

定
（
第
五
十
二
条
の
十
（
秘
匿
事
項
届
出
書
面
の
記
載

事
項
等
）
第
一
項
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

四
八



［
２

略
］

（
主
張
書
面
の
提
出
の
方
法
等
）

第
二
十
六
条

当
事
者
は
、
そ
の
主
張
を
記
載
し
た
書
面

訴
訟
規
則
第
六
十
条
の
規
定
」

」
と
あ
る
の
は
、
「
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保

護
を
図
る
た
め
の
刑
事
手
続
に
付
随
す
る
措
置
に
関
す

る
規
則
第
四
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
刑
到
詞

す
る
。

提
出
を
す
る
に
は
、
こ
れ
と
同
時
に
、
そ
の
写
し
一
通

（
相
手
方
の
数
が
二
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
数
の

通
数
）
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
や

（
第
三
十
条
に
お
い
て

「
主
張
書
面
」
と
い
う
。
）

の

と
読
み
替
え
る
も
の
と

第
六
十
条
の
規
定
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

［
２

同
上
］

（
主
張
書
面
の
提
出
の
方
法
等
）

第
二
十
六
条

当
事
者
は
、
そ
の
主
張
を
記
載
し
た
書
面

第
三
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
刑
事
訴
訟
規

」
と
あ
る
の
は
、
「
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保

護
を
図
る
た
め
の
刑
事
手
続
に
付
随
す
る
措
置
に
関
す

則
の
提
出
を
す
る
に
は
、
こ
れ
と
同
時
に
、

そ
の
写
し
一

通
（
相
手
方
の
数
が
二
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
数

の
通
数
）
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

る
規
則

（
第
二
十
八
条
に
お
い
て
「
主
張
書
面
」
と
い
う
。

）

（
昭
和
二
十
三
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
三
十
二
号
）

（
平
成
十
二
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
十
三
号
）

四
九



’

２
宣
誓
は
、
起
立
し
て
厳
粛
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

第
二
十
七
条

３
第
一
項
の
宣
誓
は
、
裁
判
長
が
、
証
人
に
対
し
、
良

Ｆ
２
～
４

略
］

い
○

む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
裁
判
長
の
定
め
る

期
間
内
に
提
出
す
れ
ば
足
り
る
。

方
式
に
よ
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、

証
人

れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
特
別
の
事
由
が
あ
る
と
き

何
事
も
付
け
加
え
な
い
こ
と
を
誓
う
旨
を
述
べ
さ
せ
る

心
に
従
っ
て
真
実
を
述
べ
、
何
事
も
隠
さ
ず
、
ま
た
、

は
、
尋
問
の
後
に
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
証
人
等
の
宣
誓
）

証
人
の
宣
誓
は
、
尋
問
の
前
に
さ
せ
な
け

’
２
～
４

同
上
］

１［
新
設
］

や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
裁
判
長
の
定
め

る
期
間
内
に
提
出
す
れ
ば
足
り
る
。

五
○



５
裁
判
長
は
、
宣
誓
の
前
に
、
宣
誓
の
趣
旨
を
説
明
し

４
裁
判
長
は
、
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
た
だ
し

61 書
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す

読
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

何
事
も
隠
さ
ず
、
ま
た
、
何
事
も
付
け
加
え
な
い
こ
と

を
誓
う
旨
を
記
載
し
た
書
面
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て

が
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
裁
判
長

た
旨
の
記
載
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
じ
。
）
に
署
名
さ
せ
、
裁
判
所
書
記
官
に
こ
れ
を
朗

は
、
証
人
に
宣
誓
書
（
良
心
に
従
っ
て
真
実
を
述
べ
、

る
署
名
に
代
え
て
、
宣
誓
書
に
宣
誓
の
趣
旨
を
理
解
し

前
各
項
の
規
定
は
、
当
事
者
本
人
の
尋
問
及
び
損
害

か
つ
、
偽
証
の
罰
を
告
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五



I

２
前
条
第
二
項
、
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、

鑑

第
二
十
八
条

賠
償
命
令
事
件
に
お
い
て
当
事
者
を
代
表
す
る
法
定
代

た
書
面
を
い
う
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
署
名

な
い
と
き
は
、
裁
判
長
は
、
鑑
定
人
に
宣
誓
書
（
良
心

な
ら
な
い
。

さ
せ
、
裁
判
所
書
記
官
に
こ
れ
を
朗
読
さ
せ
な
け
れ
ば

に
対
し
、
良
心
に
従
っ
て
誠
実
に
鑑
定
す
る
こ
と
を
誓

う
旨
を
述
べ
さ
せ
る
方
式
に
よ
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

理
人
の
尋
問
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

に
従
っ
て
誠
実
に
鑑
定
す
る
こ
と
を
誓
う
旨
を
記
載
し

い
。
た
だ
し
、
鑑
定
人
が
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き

（
鑑
定
人
の
宣
誓
）

I

鑑
定
人
の
宣
誓
は
、
裁
判
長
が
、
鑑
定
人

［
新
設
］

五

二



３
第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
民
事
訴
訟
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

に
お
け
る
裁
判
長
に
よ
る
宣
誓
の
趣
旨
の
説
明
及
び
虚

偽
鑑
定
の
罰
の
告
知
は
、
こ
れ
ら
の
事
項
を
記
載
し
た

書
面
を
鑑
定
人
に
送
付
す
る
方
法
に
よ
っ
て
行
う
。

第
二
十
九
条
～
第
四
十
一
条

［
略
］

３
鑑
定
人
の
宣
誓
は
、
宣
誓
書
を
裁
判
所
に
提
出
す
る

備
考

表
中
の

［
］
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記

定
人
に
宣
誓
さ
せ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
四
項
中
「
前
項
た
だ
し
書
」

と
あ
る
の
は
、

「
次
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
と
読
み
替

方
式
に
よ
っ
て
も
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合

え
る
も
の
と
す
る
。

《
』
幸
め
ブ
○
○

第
二
十
七
条
～
第
三
十
九
条

［
同
上
］

五

三



条
を
同
規
則
第
三
十
七
条
と
す
る
改
正
規
定
、
同
規
則
第
三
十
条
を
改
め
、
同
条
を
同
規
則
第
三
十
八
条
と
す
る
改
正
規
定

、
同
規
則
第
三
十
一
条
を
改
め
、
同
条
を
同
規
則
第
三
十
九
条
と
す
る
改
正
規
定
、
同
規
則
第
三
十
二
条
を
改
め
、
同
条
を

規
定
、
同
規
則
第
二
十
八
条
を
改
め
、
同
条
を
同
規
則
第
三
十
六
条
と
す
る
改
正
規
定
、
同
規
則
第
二
十
九
条
を
改
め
、
同

条
を
改
め
、
同
条
を
同
規
則
第
二
十
九
条
と
す
る
改
正
規
定
、
同
規
則
第
二
十
九
条
の
次
に
三
条
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う

規
則
の
目
次
の
改
正
規
定
、
同
規
則
第
十
九
条
を
改
め
、
同
条
を
同
規
則
第
二
十
条
と
す
る
改
正
規
定
、
同
規
則
第
二
十
六

並
び
に
同
規
則
第
三
十
九
条
を
同
規
則
第
五
十
六
条
と
す
る
改
正
規
定
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

規
則
第
三
十
四
条
を
改
め
、
同
条
を
同
規
則
第
四
十
二
条
と
す
る
改
正
規
定
、
同
規
則
第
三
十
五
条
を
改
め
、
同
条
を
同
規

ち
第
三
十
一
条
及
び
第
三
十
二
条
に
係
る
部
分
、
同
規
則
第
二
十
七
条
を
改
め
、
同
条
を
同
規
則
第
三
十
三
条
と
す
る
改
正

を
改
め
、
同
条
を
同
規
則
第
五
十
四
条
と
す
る
改
正
規
定
、
同
規
則
第
三
十
八
条
を
同
規
則
第
五
十
五
条
と
す
る
改
正
規
定

則
第
四
十
九
条
と
す
る
改
正
規
定
、
同
規
則
第
三
十
六
条
を
同
規
則
第
五
十
三
条
と
す
る
改
正
規
定
、
同
規
則
第
三
十
七
条

同
規
則
第
四
十
条
と
す
る
改
正
規
定
、
同
規
則
第
三
十
三
条
を
改
め
、
同
条
を
同
規
則
第
四
十
一
条
と
す
る
改
正
規
定
、
同

附
則
第
四
十
八
条
の
う
ち
、
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑
事
手
続
に
付
随
す
る
措
置
に
関
す
る

五
四



目
次

［
第
一
章
～
第
四
章

略
］

［
第
一
章
～
第
四
章

同
上
］

第
五
章

民
事
上
の
争
い
に
つ
い
て
の
刑
事
訴
訟
手
続

第
五
章

民
事
上
の
争
い
に
つ
い
て
の
刑
事
訴
訟
手
続

に
お
け
る
和
解
（
第
十
三
条
’
第
二
十
一
条

に
お
け
る
和
解
（
第
十
三
条
’
第
二
十
条
）

）

第
六
章

刑
事
訴
訟
手
続
に
伴
う
犯
罪
被
害
者
等
の
損

第
六
章

［
同
上
］

害
賠
償
請
求
に
係
る
裁
判
手
続
の
特
例

第
一
節

損
害
賠
償
命
令
の
申
立
て
等
（
第
二
十
二

第
一
節

損
害
賠
償
命
令
の
申
立
て
等
（
第
二
十
一

条
’
第
二
十
四
条
）

条
’
第
二
十
三
条
）

第
二
節

審
理
及
び
裁
判
等
（
第
二
十
五
条
ｌ
第
三

第
二
節

審
理
及
び
裁
判
等
（
第
二
十
四
条
ｌ
第
三

Ｈ
刊
劇
調
）

、

十
一
条
）

改
正
後

目
次

改
正
前

五
五



第
二
十
条

法
第
六
章
に
規
定
す
る
民
事
上
の
争
い
に
つ

い
て
の
刑
事
訴
訟
手
続
に
お
け
る
和
解
に
関
す
る
手
続

に
つ
い
て
は
、
民
事
訴
訟
珂
醐
刈
第
一
編
第
三
章
第
一
節

第
七
章

雑
則
（
第
五
十
六
条
）

附
則（
民
事
訴
訟
規
則
の
準
用
）

並
び
に
第
十
八
条
第
一

第
八
章
（
第
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
第
二
号
及
び
第

び
第
四
節

二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
、
第
十
六
条
、
第
十
七
条
後
段

（
第
十
四
条
第
一

第
三
節

異
議
等

第
四
節

補
則

（

（
第
二
十
三
条
第
三
項
を
除
く
。
）

一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
、
第
十
五
条
第

（
第
四
十
三
条
’
第
五
十
五
条

（
第
三
十
八
条
’
第
四
十
二
条
）

一
項
及
び
第
三
項
を
除
く
。
。
）

及

並
び
に

…

第
十
九
条

法
第
六
章
に
規
定
す
る
民
事
上
の
争
い
に
つ

い
て
の
刑
事
訴
訟
手
続
に
お
け
る
和
解
に
関
す
る
手
続

第
七
章

雑
則
（
第
四
十
一
条
）

附
則（
民
事
訴
訟
規
則
の
準
用
）

者
及
び
特
別
代
理
人
の
規
定

並
び
に

び
第
二
項
並
び
に
第
五
十
二
条
の
十
二
第
二
項
を
除
く

所
規
則
第
五
号
）
第
一
編
第
三
章
第
一
節
（
圏
制
飼
ヨ
詞

に
つ
い
て
は
、

第
四
節

補
則
（
第
三
十
七
条
’
第
四
十
条
）

第
三
節

異
議
等
（
第
三
十
二
条
’
第
三
十
六
条
）

）
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同

第
七
章
（
第
五
十
二
条
の
十
第
一
項
第
二
号
及

民
事
訴
訟
規
則
（
平
成
八
年
最
高
裁
判

を
除
く
。
）
及
び
第
四
節

一
五
六



三
を
除
く
。
）
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

項
中
「
こ
の
規
則
の
規
定
（
第
五
十
二
条
の
十
九
（
秘

匿
事
項
届
出
書
面
の
記
載
事
項
等
）
第
一
項
を
除
く
。

錨
が
私
人
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
も
の
」
と
あ
る
の
は
「

次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
犯
罪
被
害

者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑
事
手
続
に

が
私
文
書
」
と
、
同
規
則
第
五
十
二
条
の
二
十
一
第
一

十
二
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
五
十
二
条
の
二
十

は
「
書
面
で
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
又
は
電
磁
的
記

二
項
、
第
五
十
二
条
の
二
十
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で

い
て

｜
項
中
「
書
面
又
は
電
磁
的
記
録
に
よ
り
」
と
あ
る
の

第
五
十
二
条
の
二
十
一
第
二
項
、
第
五
十
二
条
の
二

同
規
則
第
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
十
三
条
第

定
（
第
五
十
二
条
の
十
（
秘
匿
事
項
届
出
書
面
の
記
載

事
項
等
）
第
一
項
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

す
る
。

護
を
図
る
た
め
の
刑
事
手
続
に
付
随
す
る
措
置
に
関
す

る
規
則
第
四
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
刑
事

訴
訟
規
則
第
六
十
条
の
規
定
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

」
と
あ
る
の
は
、

規
則
第
五
十
二
条
の
十
二
第
一
項

「
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保

中
「
こ
の
規
則
の
規

五
七



311411 付
随
す
る
措
置
に
関
す
る
規
則
第
五
十
六
条
第
一
項
に

お
い
て
準
用
す
る
刑
事
訴
訟
規
則
第
六
十
条
の
規
定
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
和
解
記
録
の
正
本
、
謄
本
又
は
抄
本
に
つ
い
て
は
、

泡
に
よ
例
文
書
か
ら
秘
匿
事
項
記
載
部
分
を
除
い
た
も

用
す
る
。

の
が
提
出
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
文
書
の
閲
覧
又
は

謄
写
は
、
そ
の
提
出
さ
れ
た
も
の
に
よ
っ
て
さ
せ
る
こ

民
事
訴
訟
規
則

と
が
で
き
る
。

二
条
の
二
十
第
三
項
、
第
五
項
本
文
又
は
第
六
項
の
規

第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
民
事
訴
訟
規
則
第
五
十

第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
民
事
訴
訟
規
則
第
五
十

第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
を
準

２
和
解
記
録
の
正
本
、
謄
本
又
は
抄
本
に
つ
い
て
は
、

民
事
訴
訟
規
則
第
三
十
三
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

［
新
設
］

［
新
設
］

五
八



除
い
た
も
の
が
提
出
さ
れ
た
場
合
に
は
、
秘
匿
事
項
届

条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
民
事
訴
訟
法
第
百

出
書
面
の
閲
覧
又
は
謄
写
は
、
そ
の
提
出
さ
れ
た
も
の

と
が
で
き
る
事
項
が
記
載
さ
れ
た
部
分
に
限
る
。
）

を

外
の
部
分
（
秘
匿
事
項
又
は
秘
匿
事
項
を
推
知
す
る

こ

消
し
又
は
同
条
第
二
項
の
許
可
の
裁
判
に
係
る
部
分
以

用
す
る
民
事
訴
訟
法
第
百
三
十
三
条
の
四
第
一
項
の
取

う
。
）
か
ら
法
第
二
十
一
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

に
よ
っ
て
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
秘
匿
事
項
届
出
書
面
」
と
い

三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
書
面

（

二
条
の
二
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
法
第
二
十
一

（
主
張
書
面
の
提
出
の
方
法
等
）

（
主
張
書
面
の
提
出
の
方
法
等
）

五
九



第
二
十
九
条

当
事
者
は
、
そ
の
主
張
を
記
載
し
た
書
面

311 ［
２

略
］

と
い
う
。
）
の
提
出
を
す
る
に
は
、
こ
れ
と
同
時
に
、

そ
の
写
し
一
通
（
相
手
方
の
数
が
二
以
上
で
あ
る
と
き

は
、
そ
の
数
の
通
数
）
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
裁

判
長
の
定
め
る
期
間
内
に
提
出
す
れ
ば
足
り
る
。

事
詞
洲
訟
法
第
二
百
三
十
一
条
の
二
第
一
項
の
申
出
を
す

記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚

に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら

る
に
は
、
こ
れ
と
同
時
に
、
当
該
申
出
に
係
る
電
磁
的

（
第
四
項
及
び
第
三

当
事
者
は
、
法
第
四
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
民

十
六
条
に
お
い
て
「
主
張
書
面
」

第
二
十
六
条

当
事
者
は
、
そ
の
主
張
を
記
載
し
た
書
面

［
新
設
］

［
２

同
上
］

提
出
を
す
る
に
は
、
こ
れ
と
同
時
に
、
そ
の
写
し
一
通

（
相
手
方
の
数
が
二
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
数
の

通
数
）
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
や

む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
裁
判
長
の
定
め
る

期
間
内
に
提
出
す
れ
ば
足
り
る
。

（
第
三
十
条
に
お
い
て

「
主
張
書
面
」
と
い
う
。
）

の

六
○



411出
を
す
る
当
事
者
は
、
主
張
書
面
の
写
し
又
は
相
手
方

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

は
、
第
一
項
た
だ
し
書
ｎ
日
詞
泡
を
準
用
す
る
。

以
上
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
数
に
一
を
加
え
た
通
数
）

き
、
電
磁
的
記
録
の
標
目
、
作
成
者
及
び
立
証
趣
旨
を

明
ら
か
に
し
た
証
拠
説
明
書
二
通
（
相
手
方
の
数
が
二

相
手
方
の
数
が
二
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
数
に
一

を
加
え
た
数
）
を
提
出
す
る
と
と
も
に
、
電
磁
的
記
録

に
記
録
さ
れ
た
情
報
の
内
容
か
ら
明
ら
か
な
場
合
を
除

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
記
録
し
た
記
録
媒
体
二
個

（

れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理

の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。

以
下
こ
の
項
及
制
引
次

主
張
書
面
の
提
出
又
は
第
二
項
若
し
く
は
前
項
の
申

［
新
設
］

一
ハ
ー



511 前
項
の
電
磁
的
記
録
を
記
録
し
た
記
録
媒
体
及
び
そ
の

電
磁
的
記
録
に
係
る
証
拠
説
明
書
に
つ
い
て
直
送
を
す

係
る
刑
事
被
告
事
件
に
お
い
て
、
刑
事
訴
訟
法
第
二
百

項
に
規
定
す
る
訴
因
変
更
等
請
求
書
面
抄
本
等
を
い
う

。
）
の
提
出
が
あ
っ
た
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

項
の
規
定
に
よ
る
訴
因
変
更
等
請
求
書
面
抄
本
等
（
同

出
が
あ
っ
た
場
合
又
は
同
法
第
三
百
十
二
条
の
二
第
二

七
十
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
起
訴
状
抄
本
等

に
送
付
す
べ
き
第
二
項
の
文
書
の
写
し
及
び
そ
の
文
書

る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
損
害
賠
償
命
令
事
件
に

に
係
訓
討
汕
拠
説
明
書
若
し
く
は
相
手
方
に
送
付
す
べ
き

（
同
項
に
規
定
す
る
起
訴
状
抄
本
等
を
い
う
。
）

の
提

裁
判
所
書
記
官
は
、

第
一
項
及
び
第
二
項
の
写
し
並

３
裁
判
所
書
記
官
は
、
前
二
項
の
写
し
及
び
前
項

一
ハ
ー
ー

の
証



：

方
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法
第
四

十
六
条
第
一
項
の
決
定
が
あ
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
当

該
写
し
若
し
く
は
当
該
記
録
媒
体
若
し
く
は
当
該
出
力

書
割
剛
又
は
当
該
証
拠
説
明
書
中
に
当
該
決
定
に
係
る
個

び
に
第
三
項
の
記
録
媒
体
又
は
当
該
記
録
媒
体
に
記
録

書
に
つ
い
て
は
そ
の
う
ち
の
一
通
を
、
同
項
の
記
録
媒

さ
れ
て
い
る
事
項
を
出
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
成
し

体
に
つ
い
て
は
そ
の
う
ち
の
一
個

う
。
）
並
び
に
第
二
項
及
び
第
三
項

た
書
面
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
出
力
書
面
」
と
い

あ
る
と
き
は
、

人
特
定
事
項
が
記
載
さ
れ
、

の
写
し
並
び
に
同
項
及
び
第
三
項
の
証
拠
説
明

当
該
写
し
若
し
く
は
当
該
記
録
媒
体
若

又は
記
録
さ
れ
た
部
分
が

を
除
く
。
）
を
相
手

の
証
拠
説
明
書

（
｜
項
の
決
定
が
あ
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
写
し
又

は
当
該
証
拠
説
明
書
中
に
当
該
決
定
に
係
る
個
人
特
定

拠
説
明
書

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

又
は
当
該
証
拠
説
明
書
に
代
え
て
、
当
該
個
人
特
定
事

項
に
代
え
て
同
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用

す
る
民
事
訴
訟
法
第
百
三
十
三
条
第
五
項
前
段
の
規
定

事
項
が
記
載
さ
れ
た
部
分
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
写
し

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法
第
四
十
二
条
第

は
、
そ
の
汚
う
ち
の

に
よ
り
定
め
た
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
相
手
方
に
送

（
同
項
の
写
し
及
び
証
拠
説
明
書
に
つ

｜
通
を
除
く
。
）
を
相
手
方
に
送
付

一
ハ
ー
ニ

い
て



１７
第
五
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
送
付
す
る
曹
司
剴
判

は
記
録
媒
体
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
四
条
の
規
定
を
準

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ｌ

‐

６
前
項
の
規
定
は
、
第
四
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
直
送

［
削
る
］

て
、
当
該
個
人
特
定
事
項
に
代
え
て
同
条
第
二
項
に
お

い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
民
事
訴
訟
法
第
百
三
十
三

条
第
五
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
定
め
た
事
項
を
記
載
し

が
さ
れ
た
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。

し
く
は
当
該
出
力
書
面
又
は

用
す
る
。

又
は
記
録
し
た
書
面
又
は
記
録
媒
体

当
該
証
拠
説
明
書
に
代
え

を
相
手
方
に
送

第
二
十
七
条

証
人
の
宣
誓
は
、
尋
問
の
前
に
さ
せ
な
け

４
前
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
送
付
す
る
書
面
に
つ

い
て
は
、
第
二
十
三
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。
‐

［
新
設
］

（
証
人
等
の
宣
誓
）

六
四



３
第
一
項
の
宣
誓
は
、
裁
判
長
が
、
証
人
に
対
し
、
良

心
に
従
っ
て
真
実
を
述
べ
、
何
事
も
隠
さ
ず
、
ま
た
、

何
事
も
付
け
加
え
な
い
こ
と
を
誓
う
旨
を
述
べ
さ
せ
る

方
式
に
よ
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
証
人

は
、
尋
問
の
後
に
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
宣
誓
は
、
起
立
し
て
厳
粛
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

は
、
証
人
に
宣
誓
書
（
良
心
に
従
っ
て
真
実
を
述
べ
、

何
事
も
隠
さ
ず
、
ま
た
、
何
事
も
付
け
加
え
な
い
こ
と

を
誓
う
旨
を
記
載
し
た
書
面
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て

が
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
裁
判
長

同
じ
。
）
に
署
名
さ
せ
、
裁
判
所
書
記
官
に
こ
れ
を
朗

れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
特
別
の
事
由
が
あ
る
と
き

い
○

六
五



第
三
十
二
条

鑑
定
人
の
宣
誓
は
、
裁
判
長
が
、
鑑
定
人

第
三
十
一
条

削
区
昨

（
鑑
定
人
の
宣
誓
）

第
二
十
八
条

鑑
定
人
の
宣
誓
は
、
裁
判
長
が
、
鑑
定
人

読
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
裁
判
長
は
、
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
た
だ
し

書
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す

る
署
名
に
代
え
て
、
宣
誓
書
に
宣
誓
の
趣
旨
を
理
解
し

た
旨
の
記
載
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
裁
判
長
は
、
宣
誓
の
前
に
、
宣
誓
の
趣
旨
を
説
明
し

、
か
つ
、
偽
証
の
罰
を
告
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
前
各
項
の
規
定
は
、
当
事
者
本
人
の
尋
問
及
び
損
害

賠
償
命
令
事
件
に
お
い
て
当
事
者
を
代
表
す
る
法
定
代

理
人
の
尋
問
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

［
新
設
］

（
鑑
定
人
の
宣
誓
）

」
ゞ
」
、

｜
ノ
ー
ノ



な
い
と
き
は
、
裁
判
長
は
、
鑑
定
人
に
宣
誓
書
（
良
心

に
従
っ
て
誠
実
に
鑑
定
す
る
こ
と
を
誓
う
旨
を
記
載
し

た
書
面
を
い
う
。
第
三
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ

。
）
に
署
名
さ
せ
、
裁
判
所
書
記
官
に
こ
れ
を
朗
読
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
宣
誓
は
、
起
立
し
て
厳
粛
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

｜
い

○
に
対
し
、
良
心
に
従
っ
て
誠
実
に
鑑
定
す
る
こ
と
を
誓

う
旨
を
述
べ
さ
せ
る
方
式
に
よ
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
・
た
だ
し
、
鑑
定
人
が
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き

２
前
条
第
二
項
、
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
鑑

定
人
に
宣
誓
さ
せ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
四
項
中
「
前
項
た
だ
し
書
」

と
あ
る
の
は
、

「
次
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
と
読
み
替

さ
せ
、
裁
判
所
書
記
官
に
こ
れ
を
朗
読
さ
せ
な
け
れ
ば

な
い
と
き
は
、
裁
判
長
は
、
鑑
定
人
に
宣
誓
書
（
良
心

に
従
っ
て
誠
実
に
鑑
定
す
る
こ
と
を
誓
う
旨
を
記
載
し

た
書
面
を
い
う
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
署
名

え
る
も
の
と
す
る
。

な
ら
な
い
。

に
対
し
、
良
心
に
従
っ
て
誠
実
に
鑑
定
す
る
こ
と
を
誓

う
旨
を
述
べ
さ
せ
る
方
式
に
よ
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
・
た
だ
し
、
鑑
定
人
が
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き

六

七



411511
３
裁
判
長
は
、
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
第
一
項
た
だ

第
三
十
三
条

損
害
賠
償
命
令
事
件
に
関
す
る
手
続
に
お

け
る
口
頭
弁
論
又
は
審
尋
の
調
書
に
つ
い
て
は
、
裁
判

長
の
許
可
を
得
て
、
証
人
、
鑑
定
人
、
参
考
人
若
し
く

は
当
事
者
本
人
（
次
項
及
び
次
条
に
お
い
て
「
証
人
等

。’

、
か
つ
、
虚
偽
鑑
定
の
罰
を
告
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

し
書
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
た
だ
し
書
に
規
定

す
る
署
名
に
代
え
て
、
宣
誓
書
に
宣
誓
の
趣
旨
を
理
解

し
た
旨
の
記
載
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

［
略
］

（
証
人
等
の
陳
述
等
の
調
書
記
載
の
省
略
等
）

裁
判
長
は
、
宣
誓
の
前
に
、
宣
誓
の
趣
旨
を
説
明
し

１
１

３
［
同
上
］

（
証
人
等
の
陳
述
等
の
調
書
記
載
の
省
略
等
）

第
二
十
九
条

損
害
賠
償
命
令
事
件
に
関
す
る
手
続
に
お

け
る
口
頭
弁
論
又
は
審
尋
の
調
書
に
つ
い
て
は
、
裁
判

長
の
許
可
を
得
て
、
証
人
、
鑑
定
人
、
参
考
入
若
し
く

［
新
設
］

［
新
設
］

は
当
事
者
本
人
（
次
項
に
お
い
て
「
証
人
等
」
と
い
う

一
ハ
川
ハ



I

第
三
十
六
条

第
三
十
七
条

法
第
三
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
決

定
書
の
送
達
は
、
そ
の
正
本
に
よ
っ
て
す
る
。

’
○
全

略
］

ｒ

略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

当
事

者
は
、
裁
判
長
が
許
可
を
す
る
際
に
、
意
見
を
述
べ
る

」
と
い
う
。
）
の
陳
述
又
は
検
証
の
結
果
の
記
載
を
省

ー

号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
に
は
、
申
立
書
そ
の
他

の
主
張
書
面
を
引
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
決
定
書
の
送
達
・
法
第
三
十
七
条
）

こ
と
が
で
き
る
。

（
決
定
に
お
け
る
申
立
書
等
の
引
用
・
法
第
三
十
七
条

法
第
三
十
七
条
第
｜
項
第
二
号
及
び
第
三

第
三
十
条

法

第
三
十
一
条

法
第
三
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
決

定
書
の
送
達
は
、
そ
の
正
本
に
よ
っ
て
す
る
。

１Ｆ
２

同
上
］

に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
に
は
、
申
立
書
そ
の
他
の

主
張
書
面
を
引
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
決
定
書
の
送
達
・
法
第
三
十
三
条
）

き
る
。

。
）
の
陳
述
又
は
検
証
の
結
果
の
記
載
を
省
略
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
事
者
は
、
裁

判
長
が
許
可
を
す
る
際
に
、
意
見
を
述
ゞ
へ
る
こ
と
が
で

）

（
決
定
に
お
け
る
申
立
書
等
の
引
用
・
法
第
三
十
三
条

第
三
十
三
条
第
一
項
第
二
号

一L－

ノ､

九

及
び
第
三
号



第
四
十
条

法
第
三
十
九
条
第
一
項
（
法
第
四
十
三
条
第

は
、
書
面
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

［
２

略
］

３
法
第
四
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
民
事
訴
訟
法
第

百
六
十
一
条
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
第
一

項
の
書
面
は
、
準
備
書
面
を
兼
ね
る
も
の
と
す
る
。

（
異
議
の
申
立
て
を
す
る
権
利
の
放
棄
及
び
異
議
の
申

立
て
の
取
下
げ
・
法
第
三
十
八
条
）

第
三
十
九
条

［
略
］

［
２
．
３

略
］

（
法
第
三
十
九
条
第
一
項
等
の
規
定
に
よ
る
指
定
等
）

第
三
十
八
条

法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
異
議
の
申
立
て

（
異
議
の
申
立
て
の
方
式
等
・
法
第
三
十
八
条
）

（
異
議
の
申
立
て
の
方
式
等
・
法
第
三
十
四
条
）

第
三
十
二
条

法
第
三
十
四
条
第
一
項
の
異
議
の
申
立
て

は
、
書
面
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

［
２

同
上
］

３
法
第
四
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
民
事
訴
訟
法
第

百
六
十
一
条
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
第
一

項
の
書
面
は
、
準
備
書
面
を
兼
ね
る
も
の
と
す
る
・

（
異
議
の
申
立
て
を
す
る
権
利
の
放
棄
及
び
異
議
の
申

立
て
の
取
下
げ
・
法
第
三
十
四
条
）

第
三
十
三
条

［
同
上
］

［
２
．
３

同
上
］

（
法
第
三
十
五
条
第
一
項
等
の
規
定
に
よ
る
指
定
等
）

第
三
十
四
条

法
第
三
十
五
条
第
一
項
（
法
第
三
十
九
条

七
○



よ
る
指
定
及
び
そ
の
変
更
は
、
損
害
賠
償
命
令
の
申
立

て
に
つ
い
て
の
裁
判
に
対
す
る
適
法
な
異
議
の
申
立
て

又
は
法
第
四
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
決
定

の
時
ま
で
に
書
面
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

［
２
．
３

略
］

（
特
例
に
よ
る
書
証
の
申
出
の
方
式
・
法
第
四
十
一
条

）

第
四
十
一
条

法
第
四
十
一
条
（
法
第
四
十
三
条
第
四
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
条
に
お
い
て
同

四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に

じ
。
）
の
規
定
に
よ
る
耆
証
の
申
出
は
、
法
第
四
十
条

第
二
項
（
法
第
四
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
送
付
さ
れ
た
記
録
中

第
三
十
五
条

法
第
三
十
七
条
（
法
第
三
十
九
条
第
四
項

［
２
．
３

同
上
］

条
第
二
項
（
法
第
三
十
九
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
送
付
さ
れ
た
記
録

第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定

に
よ
る
指
定
及
び
そ
の
変
更
は
、
損
害
賠
償
命
令
の
申

立
て
に
つ
い
て
の
裁
判
に
対
す
る
適
法
な
異
議
の
申
立

て
又
は
法
第
三
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
決

定
の
時
ま
で
に
書
面
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ー

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
条
に
お
い
て
同

じ
。
）
の
規
定
に
よ
る
書
証
の
申
出
は
、
法
第
三
十
六

（
特
例
に
よ
る
書
証
の
申
出
の
方
式
・
法
第
三
十
七
条

七



の
耆
証
と
す
べ
き
文
書
ご
と
に
、
文
書
の
標
目
、
作
成

者
そ
の
他
文
書
の
特
定
の
た
め
に
必
要
な
事
項
を
記
載

し
た
書
面
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

［
２

略
］

（
耆
証
の
写
し
の
提
出
を
要
す
る
場
合
・
法
第
四
十
一

条
）

第
四
十
二
条

法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
耆
証
の
申

出
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
相
手
方
に
損
害
賠
償
命
令

事
件
の
当
事
者
で
な
い
者
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
申
出

を
す
る
時
ま
で
に
、
書
証
と
す
べ
き
文
書
の
写
し
一
通

（
当
該
文
書
を
送
付
す
べ
き
損
害
賠
償
命
令
事
件
の
当

事
者
で
な
い
相
手
方
の
数
が
二
以
上
で
あ
る
と
き
は
、

そ
の
数
の
通
数
）
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
六
条

法
第
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
書
証
の
申

中
の
書
証
と
す
べ
き
文
書
ご
と
に
、
文
書
の
標
目
、
作

成
者
そ
の
他
文
書
の
特
定
の
た
め
に
必
要
な
事
項
を
記

載
し
た
書
面
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

［
２

同
上
］

（
耆
証
の
写
し
の
提
出
を
要
す
る
場
合
・
法
第
三
十
七

条
）

出
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
相
手
方
に
損
害
賠
償
命
令

事
件
の
当
事
者
で
な
い
者
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
申
出

を
す
る
時
ま
で
に
、
書
証
と
す
べ
き
文
書
の
写
し
一
通

（
当
該
文
書
を
送
付
す
べ
き
損
害
賠
償
命
令
事
件
の
当

事
者
で
な
い
相
手
方
の
数
が
二
以
上
で
あ
る
と
き
は
、

そ
の
数
の
通
数
）
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

七
二



第
四
十
九
条

［
略
］

２
第
五
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
民
事
訴
訟
規
則
第

三
十
四
条
第
三
項
本
文
、
第
五
項
本
文
若
し
く
は
第
七

31
Ｆ
２

略
］

（
損
害
賠
償
命
令
事
件
の
記
録
の
正
本
等
の
槻
計
剰
司
・

法
第
四
十
四
条
等
）

項
又
は
第
五
十
二
条
の
二
十
第
三
項
、
第
五
項
本
文
若

物
件
の
閲
覧
、
謄
写
又
は
複
製
は
、
そ
の
提
出
さ
れ
た

ら
秘
密
記
載
部
分
又
は
秘
匿
事
項
記
載
部
分
を
除
い
た

も
の
が
提
出
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
文
書
そ
の
他
の

も
の
に
よ
っ
て
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
く
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
文
書
そ
の
他
の
物
件
か

第
五
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
民
事
訴
訟
規
則
第

第
三
十
七
条

［
同
上
］

［
新
設
］

［
新
設
一

［
２

同
上
］

（
損
害
賠
償
命
令
事
件
の
記
録
の
正
本
等
の
欄
罫
引
・
法

第
四
十
条
等
）

七

三



分
以
外
の
部
分
（
秘
匿
事
項
又
は
秘
匿
事
項
を
推
知
す

項
届
出
書
面
の
閲
覧
又
は
謄
写
は
、
そ
の
提
出
さ
れ
た

）
を
除
い
た
も
の
が
提
出
さ
れ
た
場
合
に
は
、
秘
匿
事

第
百
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
書

と
い
う
。
）
か
ら
法
第
四
十
五
条
に
お
い
て
読
み
替
え

面
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
秘
匿
事
項
届
出
書
面
」

も
の
に
よ
っ
て
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

十
五
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
民
事
訴
訟
法

る
こ
と
が
で
き
る
事
項
が
記
載
さ
れ
た
部
分
に
限
る
。

五
十
二
条
の
二
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
法
第
四

の
取
消
し
又
は
同
条
第
二
項
の
許
可
の
裁
判
に
係
る
部

て
準
用
す
る
民
事
訴
訟
法
第
百
三
十
三
条
の
四
第
一
項

（
民
事
訴
訟
規
則
の
準
用
）

（
民
事
訴
訟
規
則
の
準
用
）

七
四



第
五
十
三
条

［
略
］

（
検
察
官
に
対
す
る
調
査
嘱
託
・
法
第
四
十
六
条
）

第
五
十
四
条

法
第
四
十
六
条
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替

え
て
準
用
す
る
民
事
訴
訟
法
第
百
三
十
三
条
の
四
第
四

項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

の
規
定
に
よ
り

、
法
第
四
十
六
条
第
一
項
又
は
同
条
第
四
項
に
お
い
て

読
み
替
え
て
準
用
す
る
民
事
訴
訟
法
第
百
三
十
三
条
の

二
第
二
項
の
決
定
に
係
る
個
人
特
定
事
項
に
係
る
者
の

意
見
を
聴
く
に
当
た
っ
て
、
そ
の
者
の
連
絡
先
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
そ
の
他
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
に

つ
い
て
は
、
第
二
十
一
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
規
則
の
準
用
）

第
五
十
五
条

［
略
］

第
三
十
八
条

［
同
上
］

（
検
察
官
に
対
す
る
調
査
嘱
託
・
法
第
四
十
二
条
）

第
三
十
九
条

法
第
四
十
二
条
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替

え
て
準
用
す
る
民
事
訴
訟
法
第
百
三
十
三
条
の
四
第
四

項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

の
規
定
に
よ
り

、
法
第
四
十
二
条
第
一
項
又
は
同
条
第
四
項
に
お
い
て

読
み
替
え
て
準
用
す
る
民
事
訴
訟
法
第
百
三
十
三
条
の

二
第
二
項
の
決
定
に
係
る
個
人
特
定
事
項
に
係
る
者
の

意
見
を
聴
く
に
当
た
っ
て
、
そ
の
者
の
連
絡
先
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
そ
の
他
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
に

（
民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
規
則
の
準
用
）

第
四
十
条

［
同
上
］

つ
い
て
は
、
第
二
十
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

七
五



第
六
条

心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者
の
医
療
及
び
観
察
等
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
審
判
の
手
続
等

４
前
条
及
び
民
事
訴
訟
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
附
則
第
四
十
八
条
の
規
定
が
同
一
の
日
に
施
行
さ
れ
る
と
き
は
、

す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

す
る
規
則
の
規
定
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
っ
て
ま
ず
改
正
さ
れ
、
次
い
で
前
条
の
規
定
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
六
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
改
正
さ
れ
る
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑
事
手
続
に
付
随
す
る
措
置
に
関

（
刑
事
訴
訟
規
則
の
準
用
等
）

第
五
十
六
条

［
略
］

備
考

表
中
の

［
］
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記

（
心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者
の
医
療
及
び
観
察
等
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
審
判
の
手
続
等
に
関

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

《
』
幸
め
プ
○
。

（
刑
事
訴
訟
規
則
の
準
用
等
）

第
四
十
一
条

［
同
上
］

七
六



（
事
実
の
取
調
べ
の
申
出
．
法
第
二
十
四
条
）

（
事
実
の
取
調
べ
の
申
出
．
法
第
二
十
四
条
）

第
二
十
四
条

検
察
官
、
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る

第
二
十
四
条

検
察
官
、
指
定
入
院
医
療
機
関
の
管
理
者

指
定
入
院
医
療
機
関
の
管
理
者
若
し
く
は
保
護
観
察
所

若
し
く
は
保
護
観
察
所
の
長
又
は
対
象
者
、
保
護
者
若

の
長
又
は
対
象
者
、
保
護
者
若
し
く
は
付
添
人
は
、
裁

し
く
は
付
添
人
は
、
裁
判
所
又
は
裁
判
官
に
対
し
、
証

判
所
又
は
裁
判
官
に
対
し
、
証
人
尋
問
、
鑑
定
、
検
証

人
尋
問
、
鑑
定
、
検
証
、
押
収
、
捜
索
、
通
訳
及
び
翻

、
押
収
（
刑
事
訴
訟
法
第
百
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定

訳
並
び
に
官
公
署
、
医
療
施
設
そ
の
他
の
公
私
の
団
体

す
る
電
磁
的
記
録
提
供
命
令
（
同
項
第
一
号
イ
に
掲
研
‐

に
対
し
て
必
要
な
事
項
の
報
告
、
資
料
の
提
出
そ
の
他

る
方
法
に
よ
る
提
供
を
命
ず
る
も
の
に
限
る
。
）

を
含

の
協
力
を
求
め
る
処
分
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

む
。
）
、
捜
索
、
同
法
第
百
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定

・

す
る
電
磁
的
記
録
提
供
命
令
（
同
号
ロ
に
掲
げ
る
方
法

改
正
後

改
正
前

七
七



（
鑑
定
人
の
宣
誓
の
方
式
・
法
第
二
十
四
条
等
）

第
二
十
五
条

宣
誓
は
、
鑑
定
人
が
、
良
心
に
従
っ
て
誠

実
に
鑑
定
す
る
こ
と
を
誓
う
旨
を
述
べ
る
方
式
（
当
該

２
鑑
定
人
の
宣
誓
は
、
前
項
の
方
二
八
に
よ
る
ほ
か
、
良

ば
な
ら
な
い
。

事
項
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
裁
判
所
書

翻
訳
並
び
に
官
公
署
、
医
療
施
設
そ
の
他
の
公
私
の
団

体
に
対
し
て
必
要
な
事
項
の
報
告
、
資
料
の
提
出
そ
の

他
の
協
力
を
求
め
る
処
分
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き

人
が
当
該
書
面
に
署
名
す
る
方
式
）
に
よ
り
し
な
け
れ

記
官
が
当
該
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
朗
読
し
、
鑑
定

る
○

に
よ
る
提
供
を
命
ず
る
も
の
に
限
る
。
）

通
訳
及
び

第
二
十
五
条

２
鑑
定
人
の
宣
誓
は
、

誠
実
に
鑑
定
を
す
る
こ
と
を
誓
う
旨
を
記
載
し
て
、
鑑

定
人
が
署
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
鑑
定
人
の
宣
誓
の
方
式
・
法
第
二
十
四
条
等
）

鑑
定
人
の
宣
誓
書
に
は
、

ユ
別
項
の
宣
藝
冒
書七
八 良
心
に
従
っ
て

を
朗
読
す
る
方



（
証
人
尋
問
等
・
法
第
二
十
四
条
）

第
二
十
七
条

刑
事
訴
訟
規
則
中
裁
判
所
の
行
う
証
人
尋

問
、
鑑
定
、
検
証
、
押
収
（
刑
事
訴
訟
法
第
百
二
条
の

二
第
一
項
に
規
定
す
る
電
磁
的
記
録
提
供
命
令
（
同
項

３
前
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
の
書
面
を
提
出
す
る
方
式

に
よ
っ
て
宣
誓
を
さ
せ
る
に
当
た
っ
て
は
、
虚
偽
の
鑑

定
を
し
た
と
き
は
刑
罰
が
科
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
旨
を

記
載
し
た
書
面
を
鑑
定
人
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

心
に
従
っ
て
誠
実
に
鑑
定
す
る
こ
と
を
誓
う
旨
を
記
載

方
式
に
よ
っ
て
も
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
号
イ
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
提
供
を
命
ず
る
も
の

し
たい

0

書
面
に
鑑
定
人
が
署
名
し
て
裁
判
所
に
提
出
す
る

（
証
人
尋
問
等
・
法
第
二
十
四
条
）

第
二
十
七
条

刑
事
訴
訟
規
則
中
裁
判
所
の
行
う
証
人
尋

問
、
鑑
定
、
検
証
、
押
収
、
捜
索
、
通
訳
及
び
翻
訳
に

関
す
る
規
定
は
、
処
遇
事
件
の
性
質
に
反
し
な
い
限
り

、
法
第
二
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
証
人
尋
問
、

３
前
項
の
規
定
に
よ
り
宣
誓
書
を
提
出
す
る
方
式
に
よ

っ
て
宣
誓
を
さ
せ
る
に
当
た
っ
て
は
、
虚
偽
の
鑑
定
を

罫
引
に
よ
る
ほ
か
、

方
式
に
よ
っ
て
も
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
た
書
面
を
鑑
定
人
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

，

し
た
と
き
は
刑
罰
が
科
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
旨
を
記
載

当
該
宣
誓
書
を
裁
判
所
に
提
出
す
る

七
九



第
七
条

裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
九
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。
）
は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付

（
裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

記
録
提
供
命
令
（
同
号
ロ
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
提
供

索
、
通
訳
及
び
翻
訳
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

を
命
ず
る
も
の
に
限
る
。
）
、
捜
索
、
通
訳
及
び
翻
訳

に
関
す
る
規
定
は
、
処
遇
事
件
の
性
質
に
反
し
な
い
限

り
、
法
第
二
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
証
人
尋
問

に
限
る
。
）
を
含
む
。
）
、
同
項
に
規
定
す
る
電
磁
的

鑑
定
、
検
証
、
押
収
、
電
磁
的
記
録
提
供
命
令
、
捜

鑑
定
、
検
証
、
押
収
、
捜
索
、
通
訳
及
び
翻
訳
に
つ
い

て
準
用
す
る
。

八
○



る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も

の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
〔

（
裁
判
員
等
選
任
手
続
調
書
の
記
載
要
件
）

（
裁
判
員
等
選
任
手
続
調
書
の
記
載
要
件
）

第
二
十
六
条

裁
判
員
等
選
任
手
続
調
書
に
は
、
次
に
掲

第
二
十
六
条

［
同
上
］

げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

［
一
～
十
三

略
］

［
一
～
十
三

同
上
］

十
四

通
訳
人
の
宣
誓
の
有
無
及
び
通
訳
人
に
宣
誓
を
一

［
新
設
］

’十
六

通
訳
人
が
宣
誓
、
通
訳
又
は
供
述
を
拒
ん
だ
こ
一

［
新
設
］

十
一
血

［
略
］

さ
せ
な
か
っ
た
と
き
は
、

そ
の
理
由

改
正
後

’十
四

一
同
上
二

改
正
前

八



と
及
び
そ
の
理
由

十
七

［
略
］

十
八

［
略
］

十
九

［
略
］

［
２

略
］

（
証
人
等
の
尋
問
調
書
）

第
四
十
四
条

刑
事
訴
訟
規
則
第
三
十
八
条
の
調
書
に
は

、
立
ち
会
っ
た
裁
判
員
及
び
補
充
裁
判
員
の
氏
名
の
記

（
公
判
調
書
）

第
四
十
六
条

公
判
調
書
に
は
、
刑
事
訴
訟
規
則
第
四
十

［
２
～
４

略
壹

Ｈ
川
旦
引
の
符
号
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

載
に
代
え
て
、
こ
れ
ら
の
者
の
第
二
十
六
条
第
一
項
第

（
証
人
等
の
尋
問
調
書
）

第
四
十
四
条

刑
事
訴
訟
規
則
第
三
十
八
条
の
調
書
に
は

、
立
ち
会
っ
た
裁
判
員
及
び
補
充
裁
判
員
の
氏
名
の
記

（
公
判
調
書
）

第
四
十
六
条

［
同
上
］

［
２
～
４

同
上
］

Ｆ
２

同
上
］

１ 判
判
判

［
同
上
］

十
六

［
同
上
］

十
七

［
同
上
］

＋
土
ハ
号
の
符
号
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

載
に
代
え
て
、
こ
れ
ら
の
者
の
第
二
十
六
条
第
一
項
第

八
二



［
二
～
七

略
］

［
２

略
］

（
鑑
定
手
続
実
施
決
定
が
あ
っ
た
場
合
の
公
判
前
整
理

手
続
調
書
）

第
四
十
七
条

鑑
定
手
続
実
施
決
定
が
あ
っ
た
場
合
に
は

、
公
判
前
整
理
手
続
調
書
に
は
刑
事
訴
訟
規
則
第
二
百

十
七
条
の
十
五
に
規
定
す
る
事
項
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ

る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
条
（
第
一
項
第
二
十
八
号
を
除
く
。
）
に
規
定
す
る

事
項
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一

立
ち
会
っ
た
裁
判
員
及
び
補
充
裁
判
員
の
第
二
十

六
条
第
一
項
第
十
八
号
の
符
号

［
二
～
七

同
上
］

「
２

同
上
］

（
鑑
定
手
続
実
施
決
定
が
あ
っ
た
場
合
の
公
判
前
整
理

手
続
調
書
）

第
四
十
七
条

［
同
上
］

’

立
ち
会
っ
た
裁
判
員
及
び
補
充
裁
判
員
の
第
二
十

六
条
第
一
項
第
十
六
号
の
符
号

八
三



第
八
条

民
事
訴
訟
規
則
（
平
成
八
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

備
考

表
中
の

［
］
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記

（
民
事
訴
訟
規
則
の
一
部
改
正
）

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

三
［
略
］

二
［
同
上
］

川
「
網
函
泪
人
が
宣
誓
、
鑑
定
又
は
供
述
を
拒
ん
だ
こ
と

［
新
設
］

及
び
そ
の
理
由

［
一

略
］

［
一

同
上
］

二
鑑
定
人
の
宣
誓
の
有
無
剴
判
胡
‐
錨
定
人
に
宣
誓
を
さ

［
新
設
］

せ
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
理
由

で
あ
る
。

八
四



（
過
料
の
裁
判
の
執
行
に
関
す
る
調
査
・
法
第
百
八
十

（
過
料
の
裁
判
の
執
行
に
関
す
る
調
査
・
法
第
百
八
十

九
条
）

九
条
）

第
百
五
条
の
五

刑
事
訴
訟
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
最
高

第
百
五
条
の
五

刑
事
訴
訟
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
最
高

裁
判
所
規
則
第
三
十
二
号
）
第
百
五
十
八
条
（
処
罰
等

裁
判
所
規
則
第
三
十
二
号
）
第
百
五
十
八
条
（
処
罰
等

の
請
求
）
、
第
二
百
九
十
五
条
の
六
か
ら
第
二
百
九
十

の
請
求
）
、
第
二
百
九
十
五
条
の
六
か
ら
第
二
百
九
十

五
条
の
十
一
ま
で
（
差
押
え
等
の
令
状
請
求
書
の
記
載

丑
到
剰
判
打
ま
で
（
差
押
え
等
の
令
状
請
求
書
の
記
載
要

要
件
、
資
料
の
提
供
等
、
身
体
検
査
令
状
の
記
載
要
件

件
、
資
料
の
提
供
等
、
身
体
検
査
令
状
の
記
載
要
件
、

等
）
第
一
項
、
第
二
百
九
十
九
条
（
裁
判
官
に
対
す
る
一

す
る
取
調
等
の
請
求
）
第
一
項
及
び
第
三
百
条
（
令
状

令
の
令
状
の
記
載
要
件
及
釧
‐
鋼
定
処
分
許
可
請
求
書
の

記
載
要
件
）

令
状
の
返
還
に
関
す
る
記
載

第
二
百
九
十
五
条
の
十
二
（
準
用
規
定

改
正
後

、

電
磁
的
記
録
提
供
命

令
状
の
返
還
に
関
す
る
記
載
及
び
鑑
定
処
分
許
可
請
求

規
定
等
）
第
一
項
、
第
二
百
九
十
九
条
（
裁
判
官
に
対

書
の
記
載
要
件
）
、
第
二
百
九
十
五
条
の
十
一
（
準
用

改
正
前

八
五



第
九
条

施
行
日
が
民
事
訴
訟
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
施
行
の
日
前
で
あ
る
場
合
に
は
、
前
条
の
規
定
は
、
適
用

２
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
民
事
訴
訟
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

し
な
い
。

（
民
事
訴
訟
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
調
整
規
定
）

取
調
等
の
請
求
）
第
一
項
及
び
第
三
百
条
（
令
状
の
有

の
有
効
期
間
）
の
規
定
は
、
法
第
百
八
十
九
条
（
過
料

効
期
間
）
の
規
定
は
、
法
第
百
八
十
九
条
（
過
料
の
裁

の
裁
判
の
執
行
）
第
三
項
（
法
及
び
他
の
法
令
に
お
い

判
の
執
行
）
第
三
項
（
法
及
び
他
の
法
令
に
お
い
て
準

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
読
み
替
え
て

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用

準
用
す
る
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三

す
る
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一

十
一
号
）
第
七
編
第
二
章
（
第
五
百
十
一
条
測
制
副
劃
判

条
の
二
及
び
第
五
百
十
三
条
第
七
項
か
ら
第
十
項
ま
で

を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
る
過
料
の
裁
判
の
執
行
に
関

て
準
用
す
る
・

す
る
調
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

号
）
第
七
編
第
二
章
（
第
五
百
十
一
条
、
第
五
百
十
一

定
に
よ
る
過
料
の
裁
判
の
執
行
に
関
す
る
調
査
に
つ
い

百
十
三
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
を
除
く
。

八
六

）
の
規



の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
過
料
の
裁
判
の
執
行
に
関
す
る
調
査
・
法
第
百
八
十

（
過
料
の
裁
判
の
執
行
に
関
す
る
調
査
・
法
第
百
八
十

九
条
）

九
条
）

第
百
五
条
の
二

刑
事
訴
訟
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
最
高

第
百
五
条
の
二

刑
事
訴
訟
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
最
高

裁
判
所
規
則
第
三
十
二
号
）
第
百
五
十
八
条
（
処
罰
等

裁
判
所
規
則
第
三
十
二
号
）
第
百
五
十
八
条
（
処
罰
等

の
請
求
）
、
第
二
百
九
十
五
条
の
六
か
ら
第
二
百
九
十

の
請
求
）
、
第
二
百
九
十
五
条
の
六
か
ら
第
二
百
九
十

五
条
の
十
一
ま
で
（
差
押
え
等
の
令
状
請
求
書
の
記
載

五
条
の
十
ま
で
（
差
押
え
等
の
令
状
請
求
書
の
記
載
要

要
件
、
資
料
の
提
供
等
、
身
体
検
査
令
状
の
記
載
要
件

件
、
資
料
の
提
供
等
、
身
体
検
査
令
状
の
記
載
要
件
、

、
令
状
の
返
還
に
関
す
る
記
載
、
電
磁
的
記
録
提
供
命

令
状
の
返
還
に
関
す
る
記
載
及
び
鑑
定
処
分
許
可
請
求

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

改
正
後

改
正
前

口

八
七



３
前
条
及
び
民
事
訴
訟
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
第
一
条
の
規
定
が
同
一
の
日
に
施
行
さ
れ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の

等
）
第
一
項
、
第
二
百
九
十
九
条
（
裁
判
官
に
対
す
る

す
る
取
調
等
の
請
求
）
第
一
項
及
び
第
三
百
条
（
令
状

取
調
等
の
請
求
）
第
一
項
及
び
第
三
百
条
（
令
状
の
有

の
有
効
期
間
）
の
規
定
は
、
法
第
百
八
十
九
条
（
過
料

効
期
間
）
の
規
定
は
、
法
第
百
八
十
九
条
（
過
料
の
裁

の
裁
判
の
執
行
）
第
三
項
（
法
及
び
他
の
法
令
に
お
い

判
の
執
行
）
第
三
項
（
法
及
び
他
の
法
令
に
お
い
て
準

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
読
み
替
え
て

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用

準
用
す
る
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三

す
る
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一

十
一
号
）
第
七
編
第
二
章
（
第
五
百
十
一
条
測
制
副
詞
型

詞
割
当
当
州
）

条
の
二
及
び
第
五
百
十
三
条
第
七
項
か
ら
第
十
項
ま
で

を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
る
過
料
の
裁
判
の
執
行
に
関

て
準
用
す
る
・

す
る
調
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

号
）
第
七
編
第
二
章
（
第
五
百
十
一
条
、
第
五
百
十
一

令
の
令
状
の
記
載
要
件
及
び
鑑
定
処
分
許
可
請
求
書
の

第
二
百
九
十
五
条
の
十
二
（
準
用
規
定

書
の
記
載
要
件
）
、
第
二
百
九
十
五
条
の
十
一
（
準
用

規
定
等
）
第
一
項
、
第
二
百
九
十
九
条
（
裁
判
官
に
対

定
に
よ
る
過
料
の
裁
判
の
執
行
に
関
す
る
調
査
に
つ
い

百
十
三
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
を
除
く
。

八
八

）
の
規



第
十
条

非
訟
事
件
手
続
規
則
（
平
成
二
十
四
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

規
定
に
よ
り
改
正
さ
れ
る
民
事
訴
訟
規
則
の
規
定
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
っ
て
ま
ず
改
正
さ
れ
、
次
い
で
前
条
の
規
定
に
ょ

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

っ
て
改
正
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
過
料
の
裁
判
の
執
行
に
関
す
る
調
査
・
法
第
百
二
十

（
過
料
の
裁
判
の
執
行
に
関
す
る
調
査
・
法
第
百
二
十

一
条
）

一
条
）

第
七
十
三
条

刑
事
訴
訟
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
最
高
裁

第
七
十
三
条

刑
事
訴
訟
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
最
高
裁

判
所
規
則
第
三
十
二
号
）
第
百
五
十
八
条
、
第
二
百
九

判
所
規
則
第
三
十
二
号
）
第
百
五
十
八
条
、
第
二
百
九

（
非
訟
事
件
手
続
規
則
の
一
部
改
正
）

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

改
正
後

改
正
前

八
九



第
三
十
九
号
）
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

こ
の
規
則
は
、
情
報
通
信
技
術
の
進
展
等
に
対
応
す
る
た
め
の
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律

編
第
二
章
（
第
五
百
十
一
条

一
項
及
び
第
三
百
条
の
規
定
は
、
法
第
百
二
十
一
条
第

項
及
び
第
三
百
条
の
規
定
は
、
法
第
百
二
十
一
条
第
三

三
項
（
法
第
五
十
三
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

項
（
法
第
五
十
三
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
刑
事

を
含
む
。
）
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
刑
事
訴

訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
七

訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
七
編

）
の
規
定
に
よ
る
過
料
の
裁
判
の
執
行
に
関
す
る
調
査

裁
判
の
執
行
に
関
す
る
調
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

Ｆ

に
つ
い
て
準
用
す
る
。

十
五
条
の
六
か
ら

び
第
五
百
十

二
百
九
十
五
条
の
十
二
第
一
項

附

則

三
条
第
七
項
か
ら
第
十
項
調
で
を
除
く
。

第
二
百
九
十
五
条
の
十
一

、

第
五
百
十
一
条
の
二
及

第
二
百
九
十
九
条
第

ま
で
、
詞
型

十
五
条
の
六
か
ら

第
二
章
（
第
五
百
十
一

百
九
十
五
条
の
十
一
第
一

項

が
ら
第
八
項
ま
で
を
除
く
。
）

の
規
定
に
よ
る
過
料
の

第
二
百
九
十
五
条
の
十
ま
で
、

条
及
び
第
五
百
十
一

、
第
二
百
九
十
九
条
第
一

九
○

二
条
第
六
項

亀’
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を
定
め
る
と
と
も
に
、
関
係
規
定
の
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
規
則
を
制
定
す
る
理
由
で
あ
る
。

記
録
を
提
供
さ
せ
る
強
制
処
分
、
映
像
と
音
声
の
送
受
信
に
よ
る
証
人
尋
問
の
実
施
等
に
関
す
る
手
続
に
つ
い
て
必
要
な
事
項

情
報
通
信
技
術
の
進
展
等
に
対
応
す
る
た
め
の
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
電
磁
的

理
由



{機密性21

事務総局会議（第29回）議事録

令和7年11月18日（火）午前10時00分 ～ 午前10時15分日時

場所等 ウェブ会議

氏本事務総長、清藤総務局長、板津人事局長、染谷経理局長、福田民

事局長兼行政局長、平城刑事局長、馬渡家庭局長、福島秘書課長兼広

報課長、坂口審議官、榎本デジタル審議官、馬場事務総局参事官

出席者

令和8会計年度における協議会等開催計画について

清藤総務局長説明（資料）

議事

’

結果 ◎ 了承

秘 書 課 長 福 島 直 之



事務総局会議資料

(11月18日開催） 機密性2

令和8会計年度における協議会等開催計画（上半期分）
(中央協議会等）

番
号 所管局課開催方法 協議事項 協議員等 総人員開催時期 会期種別

調停制度の在り方に関し考慮すべき事項 民事調停委員、家事調停委員 民事局

家庭局

約1（)()人リモート（ウェ

ブ会議）

5月調停委員協議会 1日1

高裁事務局次長人事行政等事務全般の連絡協議 人事局

一｛

台
／

卜
抵
１
Ｊ

一
議

千
」
〈
云

和
リ
ザ
／人事関係等事務打合せ（高裁事

務局次長）

5月 1日

２

参集（※） 高裁の所在地を管轄する家裁の首席家裁調査

官が行う調整事務に関し考慮すべき事項

高裁の所在地を管轄する家裁の

首席家裁調査官

家庭局首席家庭裁判所調査官事務打合
世

5月 1日』

総務局当面の司法行政上の諸問題参集（※） 高裁長官、地裁・家裁所長6月長官、所長会同 2日4

家事事件の運用に関する連絡協議 1 家裁の部総括裁判官又は上
席裁判官のいずれか1人（事件

の種別ごとに担当者が異なる場

合は複数人でも可。）
2 家裁の首席書記官、次席耆
記官、総括主任書記官又は主任

書記官のうちいずれか1人（事

件の種別ごとに担当者が異なる

場合は複数人でも可ハ）

家庭局リモート（ウェ

ブ会議）
家事関係中央協議会（裁判官
等）

7月 1日5

耆
任
事
る

席
主
く
な

参集（※） 経理行政等事務全般の速絡協議 高裁事務局次長 経理局経理関係等事務打合せ（高裁事
務局次長）

9膳 2日h

人事管理上の諸問題 高裁の事務局次長及び人事課

長、地・家裁の事務局次長
※高裁単位で一部合同開催予定

人事局

エウ
／

〃
Ｊ
１
、

１
ｈ
‐

、
－
ノ

一
議

千
』
今
云

川
〆
ブ

約130人9月～10月人事管理協議会 1日

７

※ 原則参集とする。ただし、事情の変更によし)、リモートでの開催となる場合は別途所管局課から指示する

1



令和8会計年度における協議会等開催計画（上半期分）
(ブロック協議会等）

番
号 総人員所管局課開催地協議員等協議事項開催方法会期種別 開催時期

各地裁で決定各地裁 行政局新任労働審判員労働審判事件ﾘ〕処理に必要な基礎的知識d)習得参集（※）曽働審判員研修会 各地裁で決定（原則

として4月～6月）

1日1

各地裁で決定民事局新任民事調停委員 各地裁民事調停事件の処理に必要な基礎的知識の習得適宜の方法（主

催庁で選択可）
各地裁で決定(原貝リ
として4月～7月）

新任民事調停委員研修会 2日2

各家裁で決定家庭局新任家事調停委員又はこれに準ず

る家事調停委員

各家裁の本庁又は支部家事調停事件の処理につき必要な基礎知識の習
得

適宜の方法（主

催庁で選択可）

各家裁で決定（原則
として4月～7月）

新任家事調停委員研修会

２－日１
日

3

広島・高松、仙台・札幌は

Z高裁合同で開催し、東

京、大阪、名古屋、福岡は

高裁単位で開催

人事局

経理局

総務局

高裁の事務局吹長、総務課長、人

事課長及び会計課長、地家城の事

務局長

総務、人事及び経理事務の処理に関し考慮すべ

き事項

リモー｜、（ウェ

ブ会議）

事務局長協議会 6月～7月 1日1

各地裁で決定民事局簡裁”裁判官及び書記官、民事調

停委員、司法委員

各地裁簡裁の調停制度及び司法委員制度(ﾉ)運用に閨｜

実務上考慮すべき事項
適宜(ﾉ)方法（主

催庁で選択可）

各地裁で決定

（6月～翌年3月）

民事運営改善研究会

一日
日

１
２

l■

各地裁で決定各地裁 民事局民事調停委員民事調停事件の処理につき必要な応用的知識及

び技術の習得

適宜の方法（主

催庁で選択可）

各地裁で決定

（6月～翌年3月）

民事調停委員研究会

一日
日

１
２

h

民事局 各地裁で決定各地裁民事調停委員民事調停事件の処理につき事例研究の方法によ

る実跣的な知識及び技術ﾘ)習得
適宜の方法（主

催庁で選択可）

各地裁で決定

（6月～翌年3月）

民事調停委員ケース研究会

へ日
日

１
２

７

各地裁で決定各地裁 民事局司法委員としての職務につき必要な実践的知識
及び技能の習得

司法委員適宜の方法（主

催庁で選択可）

各地裁で決定

（6月～翌年3月

司法委員研究会

へ日
日

１
２

'8

各高裁で決勵刑事局

家庭局
意見交換等のテーマに応じた外部

有識者等並びに高裁、同高裁管内

の地裁、家裁の裁判官及び被害者

対応をする可能性のある職員（高

裁管内の各地家裁から最低限裁判

官その他の職員各1人に参加して

もらう予定）

各高裁犯罪被害者等基本法19条の趣旨を踏まえ、犯
罪被害者等の置かれた立場、状況等に関する理

解を深めるたbhの意見交換等

各高裁で決定

（6月～翌年3月）

参集（※）犯罪被害者等の置かれた立場、状

況等に関する理解を深めるための
研究会

()． 5日9

各地裁 刑事局 各地裁で決定刑事事件担当の地裁の裁判官
記官及び保護観察所の職員

書保護観察の実情について
その他

各地裁で決定

（6月～翌年3月）

参集（※）保護観察に関する連絡協議会 0 5日

１
２

10

各家裁で決定各家裁の本庁又は支部 求庭局菜事調停委員家事調停事件の処理につき必要な専門的知識の
習得

適宜の方法（主

催庁で選択可）
各家裁で決定

（6月～翌年3月）

家事調停委員研究会

ワ
】一日１
日

11

各家裁で決定各家裁の本庁又は支部 家庭局家事調停事件(ﾉ)処理につき事例研究の方法によ
る必要な知識の習得

家事調停委員適宜の方法（主

催庁で選択可）

各家裁で決定

（6月～翌年3月）

家事調停委員ケース研究会

２）〆

日１
日

12

各家裁の本庁又は支部 家庭局 各家裁で決定家裁の裁判官及び書記官、家裁調
査官、家事調停委員、参与員

家事事件の処理に関し考慮すべき事項適宜v〕方法（主

催庁で選択可）
各家裁で決定
（6月～翌年3月）

家事運営改善研究会

２ヘ日１
日

13

各家裁で決定各家裁の本庁又は支部 家庭局参与員家事審判事件及び人事訴訟事件の処理につき,必
要な専門的知識の習得

適宜の方法（主

催庁で選択ﾛ1）

各家裁で決定

（6月～翌年3月）

1日 ～2

ヨ

参与員研究会14

各地裁で決淀刑事局学識経験者並びに地裁の裁判官及

び書記官

各地裁刑事事件の鑑定を巡る諸問題参集（※）各地裁で決定

（7月～翌年3月）
刑事鑑定研究会 0 5日15

刑事局 各地裁で決症各地裁精神保健判定医及び精神保健参与

員候補者並びに地裁の裁判官及び
書記官

医療観察事件の処理上問題となる事項及び実体
的な判断の在り方に関して考慮すべき事項

参集’各地裁で決定

（7月～翌年3月）

心神喪失者等医療観察法関係研究

協議会

0． 5日16

ｰ



番
号 所管局課 総人員協議員等 開催地協議事項開催方法開催時期 会期種別

通訳人候補者となることを希望

し、かつ、対象言語の通訳人とし

ての適性を備えていると認めらオし

る者又は通訳人候補者並びに地裁

の裁判官及び書記官

刑事局

民事局

行政局

家庭局

各高地裁で決

定

各地裁法廷通訳経験のない又は少ない初級レベルリ〕通

訳人候補者等を対象とした法廷通訳に必要な知
識・技能の習得

参集（※）各高地裁で決定

（7月～翌年3月）

法廷通訳基暁研修 () 5日1ワ
八J

各高裁で決定通訳人候補者並びに高裁及び開催

地の地裁の裁判官及び書記官

各地裁 刑事局

民事局

行政局

家庭局

中級レベルの通訳人候補者を対象とした法廷通

訳に必要な知識・技能の習得

エ

ウト
‐一
議

モ
ヘ
云

Ⅶ
叩
〆
づ
〆

各高裁で決定

（7月～翌年3月）

1日法廷通訳セミナ18

通訳人候補者並びに東京、大阪各

高裁及び東京、大阪各地裁U〕裁判

官及び書記官

刑事局

民事局

行政局

家庭局

各高裁で決定東京、大阪各地裁上級レベルの通訳人候補者を対象とした法廷通

訳に必要な知識・技能の習得
各高裁で決定

（7月～翌年3月）

リモート（ウュ

ブ会議）
法廷通訳フ ｲｰ!｣一アップセミナー 1日19

地裁本庁所在地”検察審査会（複

数の検察審査会が設置されている

場合には、第一検察審査会)の事

務局長

（－部合同開催）

3～4高裁で開催（開催地

は未定）

刑事局検察審査会事務局事務について必要な知識の取

得及び実務上の諸問題の検討

参集（※）検察審査会事務局長研究会 9月～11月 0． 5日20

労働審判員 各地裁 各地裁で決定労働審判事件の処理に必要な専門的知識の習得 行政局参集（※）各地裁で決定

（原則として9月←

12月）

1日労働審判員研究会21

民事局 各地蛾で決月倒産事件の管財業務等の処理に関し考慮すべき

事項

破産事件の破産管財人、民事再生

事件の監督委員及び個人再生委

員、会社更生事件の管財人等

各地裁参崖（※）各地裁で決定
（9月～翌年3月）

l「］管財人等協議会Iプリ
白 白

※ 原則参集とする。ただし、事情0)変更により、リモートでU)開催となる場合は別途所管局課から指示する

:リ



1機密性2】

事務総局会議（第30回）議事録

令和7年11月25日（火）午後2時00分 ～ 午後2時10分日時

総局会議室場所等

氏本事務総長、清藤総務局長、板津人事局長、染谷経理局長、福田民事

局長兼行政局長、平城刑事局長、馬渡家庭局長、福島秘書課長兼広報課

長、坂口審議官、榎本デジタル審議官、馬場事務総局参事官、手嶋司法

研修所長、江原裁判所職員総合研修所長、西岡経理局主計課長

出席者

令和7年度裁判所所管補正予算（第1号）について

染谷経理局長説明（資料）

議事

結果 ◎ 裁判官会議付議

秘 書 課 長 福 島 直 之



事務総局会議資料
(11月25日開催）

配布資料

令和7年度裁判所所管補正予算（第1号）（案）について

(単位:千円）

壷看

備区 分

当初予算額 335,192,439

補正要求額

修正追加額

26,199,772

【裁判手続等のデジタル化等】

【裁判所の防災･減災対策】

【人件費】(給与改善等に伴う追加）

修正追加額

》

26,770,066

【人件費】(不用による既定経費の減少）

【物件費】(不用による既定経費の減少）

修正減少額修正減少額

一》A570,294

1次補正後予算額 361,392,211


